
1



2 

当当期期処処分分額額のの合合計計額額 １，７３８，５３１，００４

１，７４４，０１６，５２９

ⅣⅣ．．次次期期繰繰越越剰剰余余金金 ３９７，６８４，６９３

３９２，１９９，１６８

注注記記

１．定款第７７条による利用分量割戻しは、以下の基準で行います。

宅配事業（共同購入・個配）の処分額は、６０２，６０８千円 ６０８，０９３千

円です。割戻し基準は、コンピュータに記録された共同購入・個配利用高の

２．０％とします。

３３．．そそのの他他

今回の修正により、当期処分額の内、利用分量割戻金が５，４８５千円増加し、それに

ともなって次期繰越剰余金が同額減少します。その他の決算資料及び数値の変更はあり

ません。

次次ののペペーージジかからら数数値値修修正正後後のの議議案案をを掲掲載載ししてていいまますす。。
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第第１１号号議議案案 ２２００２２４４年年度度事事業業報報告告・・決決算算関関係係書書類類修修正正のの件件

本本議議案案ににつついいてて、、本本旨旨にに反反ししなないい範範囲囲ででのの字字句句のの修修正正はは理理事事会会にに一一任任ををおお願願いいししまますす。。

１１．．議議案案のの主主旨旨

利用分量割戻しの計算根拠となる宅配事業（共同購入・個配）利用高について、宅配事

業の新システム稼働直後５日分（２０２５年１月２７日～３１日）が計算対象から漏れ

ていたこと、また、割戻対象外の一部の利用高が計算に含まれていたことにより、第４

５回通常総代会議案書に正しい数値が反映できていませんでした。

ついては、第４５回通常総代会（２０２５年６月１９日開催）第１号議案「２０２４年

度事業報告・決算関係書類承認の件」における議案の一部修正を提案します。

２２．．修修正正のの内内容容（（修修正正箇箇所所をを取取りり消消しし線線 おおよよびび波波線線 でで示示ししてていいまますす））

１１））【【第第４４６６回回臨臨時時総総代代会会議議案案書書 ＰＰ．．４４９９】】

ⅡⅡ．．２２００２２４４年年度度剰剰余余金金処処分分案案のの考考ええ方方ににつついいてて

５５．．２２００２２４４年年度度剰剰余余金金処処分分案案のの詳詳細細ににつついいてて

（（３３））利利用用分分量量割割戻戻金金おおよよびび出出資資配配当当金金

１）積立金等に必要な資金を確保した後、宅配事業の利用高に応じた利用分量割戻

しの原資とします。供給高は計画を下回るものの、経常剰余金は計画を超過したこ

とから、前年と同じ率で利用分量割戻しを実施します（２０２３年度２．０％、

２０２２年度１．２％、２０２１年度１．２％）。

利用分量割戻金は宅配事業（共同購入・個配）利用高の２．０％とします。

６０２ ６０８千円

６０８ ０９３千円

２２））【【第第４４６６回回臨臨時時総総代代会会議議案案書書 ＰＰ．．５５００】】

ⅡⅡ．．２２００２２４４年年度度剰剰余余金金処処分分案案のの考考ええ方方ににつついいてて

５５．．２２００２２４４年年度度剰剰余余金金処処分分案案のの詳詳細細ににつついいてて

（（５５））次次期期繰繰越越剰剰余余金金

物価高騰をはじめとした環境変化に対応し持続して経営を安定させていくため次

期繰越を行います。定款第７４条には毎事業年度の剰余金（当期剰余金）の２０分

の１に相当する額以上の金額を教育事業等繰越金として翌事業年度に繰り越すこと

が定められており、次期繰越剰余金にはこの教育事業等繰越金６９，７６７千円が

含まれています。

３９７ ６８４千円

３９２ １９９千円

３３））【【第第４４６６回回臨臨時時総総代代会会議議案案書書 ＰＰ．．５５１１】】

剰剰余余金金処処分分案案

ⅢⅢ．．当当期期処処分分額額

２２．．利利用用分分量量割割戻戻金金 ６０２，６０８，４３６

６０８，０９３，９６１

1



2 

当当期期処処分分額額のの合合計計額額 １，７３８，５３１，００４

１，７４４，０１６，５２９

ⅣⅣ．．次次期期繰繰越越剰剰余余金金 ３９７，６８４，６９３

３９２，１９９，１６８

注注記記

１．定款第７７条による利用分量割戻しは、以下の基準で行います。

宅配事業（共同購入・個配）の処分額は、６０２，６０８千円 ６０８，０９３千

円です。割戻し基準は、コンピュータに記録された共同購入・個配利用高の

２．０％とします。

３３．．そそのの他他

今回の修正により、当期処分額の内、利用分量割戻金が５，４８５千円増加し、それに

ともなって次期繰越剰余金が同額減少します。その他の決算資料及び数値の変更はあり

ません。

次次ののペペーージジかからら数数値値修修正正後後のの議議案案をを掲掲載載ししてていいまますす。。

1 

第第１１号号議議案案 ２２００２２４４年年度度事事業業報報告告・・決決算算関関係係書書類類修修正正のの件件

本本議議案案ににつついいてて、、本本旨旨にに反反ししなないい範範囲囲ででのの字字句句のの修修正正はは理理事事会会にに一一任任ををおお願願いいししまますす。。

１１．．議議案案のの主主旨旨

利用分量割戻しの計算根拠となる宅配事業（共同購入・個配）利用高について、宅配事

業の新システム稼働直後５日分（２０２５年１月２７日～３１日）が計算対象から漏れ

ていたこと、また、割戻対象外の一部の利用高が計算に含まれていたことにより、第４

５回通常総代会議案書に正しい数値が反映できていませんでした。

ついては、第４５回通常総代会（２０２５年６月１９日開催）第１号議案「２０２４年

度事業報告・決算関係書類承認の件」における議案の一部修正を提案します。

２２．．修修正正のの内内容容（（修修正正箇箇所所をを取取りり消消しし線線 おおよよびび波波線線 でで示示ししてていいまますす））

１１））【【第第４４６６回回臨臨時時総総代代会会議議案案書書 ＰＰ．．４４９９】】

ⅡⅡ．．２２００２２４４年年度度剰剰余余金金処処分分案案のの考考ええ方方ににつついいてて

５５．．２２００２２４４年年度度剰剰余余金金処処分分案案のの詳詳細細ににつついいてて

（（３３））利利用用分分量量割割戻戻金金おおよよびび出出資資配配当当金金

１）積立金等に必要な資金を確保した後、宅配事業の利用高に応じた利用分量割戻

しの原資とします。供給高は計画を下回るものの、経常剰余金は計画を超過したこ

とから、前年と同じ率で利用分量割戻しを実施します（２０２３年度２．０％、

２０２２年度１．２％、２０２１年度１．２％）。

利用分量割戻金は宅配事業（共同購入・個配）利用高の２．０％とします。

６０２ ６０８千円

６０８ ０９３千円

２２））【【第第４４６６回回臨臨時時総総代代会会議議案案書書 ＰＰ．．５５００】】

ⅡⅡ．．２２００２２４４年年度度剰剰余余金金処処分分案案のの考考ええ方方ににつついいてて

５５．．２２００２２４４年年度度剰剰余余金金処処分分案案のの詳詳細細ににつついいてて

（（５５））次次期期繰繰越越剰剰余余金金

物価高騰をはじめとした環境変化に対応し持続して経営を安定させていくため次

期繰越を行います。定款第７４条には毎事業年度の剰余金（当期剰余金）の２０分

の１に相当する額以上の金額を教育事業等繰越金として翌事業年度に繰り越すこと

が定められており、次期繰越剰余金にはこの教育事業等繰越金６９，７６７千円が

含まれています。

３９７ ６８４千円

３９２ １９９千円

３３））【【第第４４６６回回臨臨時時総総代代会会議議案案書書 ＰＰ．．５５１１】】

剰剰余余金金処処分分案案

ⅢⅢ．．当当期期処処分分額額

２２．．利利用用分分量量割割戻戻金金 ６０２，６０８，４３６

６０８，０９３，９６１

2



4

2024年度基本方針
「ともにつくる　笑顔あふれる未来」

事　業　報　告　書

Ⅰ．組合の事業活動の概況に関する事項
　　１．事業活動内容、経過及びその成果

◆２０２４年度の事業の状況
２０２４年度の事業の状況は、総供給高、経常剰余金は計画に到達したものの、物価高等の影響もあり、
宅配事業では利用人数および一人当たりの利用点数が前年を下回りました。

◆生協はくらしをよくするために組合員が「買う」ための組織
コープしがは、協同組合として「一人ひとりの組合員がくらしをよくするために商品を買うための組織、

サービスや活動の場を利用するための組織」であるという役割に立ち返り、組合員が利用する場を「売り場」
ではなく「買い場」とし、買い手（組合員）の立場に立った視点を大切にして取り組みを進めてきました。

◆コープしが２０３０年ビジョン～やくだつ・つながる・ひろがる～第Ⅱ期　第１０次中期計画
コープしが２０３０年ビジョン　第Ⅱ期　第１０次中期計画の初年度である２０２４年度は、２０３０

年時点でもコープしがが組合員のくらしに“やくだち”続けるための「つながりづくり」をすすめました。
地域とコープしがのつながりでは、自治体との新たな包括連携等の協定締結や乳児のいる世帯へおむつお
届けと見守りをおこなう子育て支援事業の受託、JAや山林組合との新たな協定締結など、自治体や諸団
体との協同によって組合員をはじめ多くの人のくらしに役立つためのつながりづくりが進みました。

◆総代会議案検討会議で多く出された意見・質問への回答
コープしがの介護事業は、新たな事業所開設を視野に入れ、職員の採用の時期を早めてすすめたことに

よる人件費の影響で、福祉剰余金のマイナスは計画を超えることとなりましたが、組合員の「住みなれた
地域でいつまでも暮らしたい」という思いの実現に向け、新たな介護事業の拠点づくりの準備を進めてい
ます。理事会では、介護事業を持続可能な事業として展開していくため、年間のマイナス幅の上限はコー
プしが全体の事業剰余金の２％を目安にしています。

【１】2024年度事業と活動のふり返り（概括）

第
1
号
議
案

１3

2024年度みんなで進めたこと～１年のふり返り～

事業報告書

決算関係書類（剰余金処分案含む）

第１号議案

2024年度事業報告・
決算関係書類承認の件

※本議案について、本旨に反しない範囲での字句の修正は理事会に一任をお願いします。
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栗東市と「災害時における
応急生活物資供給等の協力
に関する協定」締結
６月５日

宅配新システム稼働
２月

高島市おむつおとどけみま
もり便スタート
１０月３日

県内戦争遺跡めぐり
７月２７日

親子で防災企画
１月～３月

商品大交流会を高島市で
開催
１１月９日

●主なニュース●

●主なニュース●

・ノーベル平和賞に
被団協

・新紙幣発行

・パリ五輪

2025年1月4回

43-019746-1

     1
   276
   317
   332
   438
 60232
 61843
 61895

生協　花子 様

 78012

  1833
  1834

代金引き落としのお知らせ 9999年99月99日　請求代金0,000,000円を口座から引き落としました。

おしらせ欄

秋のご利用キャンペーンのご応募ありがとうございます。ＮＮＮ30ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ40ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ50
厳正なる抽選の結果、CS賞のご当選おめでとうございます。

★秋のご利用キャンペーン開催中！★ＮＮ20

供給地点番号 01-9999-9999-999-9999-9999 料金内訳
年月
ご契約者様
料金プラン
検針日
ご使用期間
ご使用量
ご請求金額
（うち消費税相当額）
前月ご使用量
前年同月ご使用量

最低料金
電力量料金１
電力量料金２
電力量料金３
燃料費調整額
再エネ発電賦課金
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ10ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ20ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ30

2022年10月分
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ10ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ20ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ30生協　花子様

ＮＮＮＮＮＮＮＮきほんメニュー
9999年99月99日

99月99日～99月99日
999kWh
9,999円

（999円）
999kWh
999kWh

コープでんき　ご使用量のお知らせ コープでんきお客様番号

372.73円
2,397.15円
936.32円
15.11円

-257.22円
340.00円

999,999,999.99円

12345678901234

内訳

円

金融機関引き落とし日

用代
き 円

円

期間

三菱東京ＵＦＪ銀行　広島駅前9999年99月99日
ださい。引き落としできない時、手数料をご負担いただきます。
した。ご入金がなかった場合、今回口座振替でご案内している請求金額と再請求金額とあわせて「コンビニおよび郵便局兼払込用紙」での請求に切

ただし、共済／保険掛金は、ご案内どおり口座振替で請求させていただきます。

募金
増資ＮＮＮＮＮＮＮ10ＮＮＮＮＮＮＮ

1,000円
1,000円 00,000,000円（00,000,000円）

★秋のご利用キャンペーン開催中！★ＮＮ20
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※お届け表のサイズは
　従来通りA4サイズです。

が
変
わ
り
ま
す
！

裏
面
も

ご
覧
く
だ
さ
い

既
存
シ
ス
テ
ム
老
朽
化
や
諸
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題
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消
の
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め
、２
０
２
５
年
２
月
よ
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宅
配

シ
ス
テ
ム
を
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す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
、シ
ス
テ
ム
変
更
に
伴
う『
商
品
お
届
け
表
兼
請
求
書
』や『
商
品
代
金
の

引
き
落
と
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
』の
変
更
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表

2月1回
より

重要なお知らせ Part ❶

す

お届け袋に入っている商品の
『冷蔵』•『冷凍』商品は
色付きで表示します。

ポイント❷

まとめてお得商品や
よりどりお得商品の
値引額を表示します。

ポイント❹

『次週以降のお届け商品・予約・登録・
解除の明細』は従来通りです。

これまで記載していた『○月分 登録商
品のご案内』は廃止します。

ポイント❺

今まで基本料と利用料を分けて表示していましたが、
「配達手数料」としてまとめて表示します。

ポイント❸

【うら面】の『システム切り替え時のお詫びとお知らせ』をご覧ください。

「数量限定」商品の当落は
一番上に表示します。

ポイント❶

※チケットの抽選結果は記載されません。

1,938
24,795

22
2025

1
2 4

（個配）

ご当選おめでとうございます。
春の

「コンビニ収納はがき」での請求に切り替えさせ
ていただきますので、ご了承ください。

01/14

24,795

24,795

2025年1月27日

3,537

45,678

7,802

321

164
154

2 5

2月分2025年

春の

01/21
01/28
02/04

51,795

振替ポイント

２０２５年２月３日

2025年2月27日

01/13
01/20
01/27

02/03
11,559
7,629

24,795

支店

『次回引き落とし予定累計
金額』の記載が

引き落とし（請求）対象期間
（当月11日～翌月10日）
のみの表示となります。
これまで記載していた

『ご利用金額のご案内』は、
これに切り替わります。

ポイント❻

金額
円
円円

利用日
お届けご利利用用
コープでんんんきんきコープでん

（期期期

7,802 02/03
11 55911,55911,559
7 629

《お知らせ》では「宅配ポイント」
及び「店舗ポイント」の現在
保有ポイントを表示します。

請求内内内利用日
お届けご利用代金
お届けご利用代金
お届けご利用代金

請求金額のご案内請求金額のご案内額

支払方法
ご請求金額

口座振替
※予定金額を引き落とし前日までにご用意くくくだ意くく
※先日再請求のご案内をさせていただきまま※先日再請求のご案内をさせていただきまし※先日再請求のご案内をさせていただきまし

01/13
01/20
01/27

「前回ポイント残高」＋
「獲得ポイント」－
「ご使用ポイント」から
「利用可能ポイント」
を表示します。

よりどりお得） 和のおかず
よりどりお得） コーヒー

3,537

55,332

請求内訳 金額
代代代金金金 円

円円

間：2022年99月99日～2022年99月99日迄）

ト

２５年２月３日５年２月３日年２月３日

24,795
3 5373 5373,537

ポイント明細について
《獲得ポイント明細》及び

《ご使用ポイント明細》を表示します。

ポイント❼   

190.00

341.01
2,425.50
460.32
0.00

121.04
2月6日2025年

1月6日～2月5日

その他商品の明細
K i d s  E n g l i s h  （1） ２月号　1 5 2 8円×1＝1 5 2 8円

コープでんき

136

／１段

促進

／２段
／３段

私たちは物事を、自分（じぶんごと）・他人（ひとごと）と切り分けて考えてしまいがちです。
私たちは協同の精神を大切にする仲間であり、組合員、役職員、生産者や地域の人々など多くの人たちとつながっ
ています。
こうしたことから、自分ごと・他人ごとと切り分けず、自分の経験や困りごとは相手にも共通しているもの
だと考え、課題はみんなで解決しよう！という思いを込めて「みんなごと」を作りました。
『みんなごと』を合言葉に起こす、コープしがの組合員・役職員の小さなアクションが、さざ波のようにスパ
イラルを描いて広がって、笑顔あふれる未来につながるのだと信じています。

あいことば

第
1
号
議
案

5

2024年度の取り組み
近江八幡市おむつおとどけ
みまもり便スタート
４月１１日

大津市と包括連携協定締結
１２月１７日

サマーキャンプin鳥取
８月３日～４日

田植え・稲刈り体験
５月・９月

甲賀市と包括連携協定締結
１月２７日

第１５回びわ湖清掃
ウォーク
９月２８日

●主なニュース●

●主なニュース● ●主なニュース●

・円安、３４年ぶりに
１ドル１６０円台

・「南海トラフ地震
臨時情報」初発表

・パリパラリンピック

・大谷翔平大リーグ
初「50-50」

・能登半島豪雨

・令和の米騒動

『ともにつくる笑顔あふれる未来』の実現に向けて、わたしたちが大切にする３つのこと。
みんなごとをキーワードにコープしがらしさを創造していきます。

耳を傾け
向きあおう

活動へ
参加しよう

地域で
体験を活かそう

第
1
号
議
案

5



6

栗東市と「災害時における
応急生活物資供給等の協力
に関する協定」締結
６月５日

宅配新システム稼働
２月

高島市おむつおとどけみま
もり便スタート
１０月３日

県内戦争遺跡めぐり
７月２７日

親子で防災企画
１月～３月

商品大交流会を高島市で
開催
１１月９日

●主なニュース●

●主なニュース●

・ノーベル平和賞に
被団協

・新紙幣発行

・パリ五輪

2025年1月4回

43-019746-1

     1
   276
   317
   332
   438
 60232
 61843
 61895

生協　花子 様

 78012

  1833
  1834

代金引き落としのお知らせ 9999年99月99日　請求代金0,000,000円を口座から引き落としました。

おしらせ欄

秋のご利用キャンペーンのご応募ありがとうございます。ＮＮＮ30ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ40ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ50
厳正なる抽選の結果、CS賞のご当選おめでとうございます。

★秋のご利用キャンペーン開催中！★ＮＮ20

供給地点番号 01-9999-9999-999-9999-9999 料金内訳
年月
ご契約者様
料金プラン
検針日
ご使用期間
ご使用量
ご請求金額
（うち消費税相当額）
前月ご使用量
前年同月ご使用量

最低料金
電力量料金１
電力量料金２
電力量料金３
燃料費調整額
再エネ発電賦課金
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ10ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ20ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ30

2022年10月分
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ10ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ20ＮＮＮＮＮＮＮＮＮ30生協　花子様

ＮＮＮＮＮＮＮＮきほんメニュー
9999年99月99日

99月99日～99月99日
999kWh
9,999円

（999円）
999kWh
999kWh

コープでんき　ご使用量のお知らせ コープでんきお客様番号

372.73円
2,397.15円
936.32円
15.11円

-257.22円
340.00円

999,999,999.99円

12345678901234

内訳

円

金融機関引き落とし日

用代
き 円

円

期間

三菱東京ＵＦＪ銀行　広島駅前9999年99月99日
ださい。引き落としできない時、手数料をご負担いただきます。
した。ご入金がなかった場合、今回口座振替でご案内している請求金額と再請求金額とあわせて「コンビニおよび郵便局兼払込用紙」での請求に切

ただし、共済／保険掛金は、ご案内どおり口座振替で請求させていただきます。

募金
増資ＮＮＮＮＮＮＮ10ＮＮＮＮＮＮＮ

1,000円
1,000円 00,000,000円（00,000,000円）

★秋のご利用キャンペーン開催中！★ＮＮ20
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※お届け表のサイズは
　従来通りA4サイズです。
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今
回
、シ
ス
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変
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に
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商
品
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兼
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』や『
商
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代
金
の
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と
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ス
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ル
』の
変
更
に
つ
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て
ご
案
内
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し
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す
。

商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商
品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届届
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表

2月1回
より

重要なお知らせ Part ❶

す

お届け袋に入っている商品の
『冷蔵』•『冷凍』商品は
色付きで表示します。

ポイント❷

まとめてお得商品や
よりどりお得商品の
値引額を表示します。

ポイント❹

『次週以降のお届け商品・予約・登録・
解除の明細』は従来通りです。

これまで記載していた『○月分 登録商
品のご案内』は廃止します。

ポイント❺

今まで基本料と利用料を分けて表示していましたが、
「配達手数料」としてまとめて表示します。

ポイント❸

【うら面】の『システム切り替え時のお詫びとお知らせ』をご覧ください。

「数量限定」商品の当落は
一番上に表示します。

ポイント❶

※チケットの抽選結果は記載されません。

1,938
24,795

22
2025

1
2 4

（個配）

ご当選おめでとうございます。
春の

「コンビニ収納はがき」での請求に切り替えさせ
ていただきますので、ご了承ください。

01/14

24,795

24,795

2025年1月27日

3,537

45,678

7,802

321

164
154

2 5

2月分2025年

春の

01/21
01/28
02/04

51,795

振替ポイント

２０２５年２月３日

2025年2月27日

01/13
01/20
01/27

02/03
11,559
7,629

24,795

支店

『次回引き落とし予定累計
金額』の記載が

引き落とし（請求）対象期間
（当月11日～翌月10日）
のみの表示となります。
これまで記載していた

『ご利用金額のご案内』は、
これに切り替わります。

ポイント❻

金額
円
円円

利用日
お届けご利利用用
コープでんんんきんきコープでん

（期期期

7,802 02/03
11 55911,55911,559
7 629

《お知らせ》では「宅配ポイント」
及び「店舗ポイント」の現在
保有ポイントを表示します。

請求内内内利用日
お届けご利用代金
お届けご利用代金
お届けご利用代金

請求金額のご案内請求金額のご案内額

支払方法
ご請求金額

口座振替
※予定金額を引き落とし前日までにご用意くくくだ意くく
※先日再請求のご案内をさせていただきまま※先日再請求のご案内をさせていただきまし※先日再請求のご案内をさせていただきまし

01/13
01/20
01/27

「前回ポイント残高」＋
「獲得ポイント」－
「ご使用ポイント」から
「利用可能ポイント」
を表示します。

よりどりお得） 和のおかず
よりどりお得） コーヒー

3,537

55,332

請求内訳 金額
代代代金金金 円

円円

間：2022年99月99日～2022年99月99日迄）

ト

２５年２月３日５年２月３日年２月３日

24,795
3 5373 5373,537

ポイント明細について
《獲得ポイント明細》及び

《ご使用ポイント明細》を表示します。

ポイント❼   

190.00

341.01
2,425.50
460.32
0.00

121.04
2月6日2025年

1月6日～2月5日

その他商品の明細
K i d s  E n g l i s h  （1） ２月号　1 5 2 8円×1＝1 5 2 8円

コープでんき

136

／１段

促進

／２段
／３段

私たちは物事を、自分（じぶんごと）・他人（ひとごと）と切り分けて考えてしまいがちです。
私たちは協同の精神を大切にする仲間であり、組合員、役職員、生産者や地域の人々など多くの人たちとつながっ
ています。
こうしたことから、自分ごと・他人ごとと切り分けず、自分の経験や困りごとは相手にも共通しているもの
だと考え、課題はみんなで解決しよう！という思いを込めて「みんなごと」を作りました。
『みんなごと』を合言葉に起こす、コープしがの組合員・役職員の小さなアクションが、さざ波のようにスパ
イラルを描いて広がって、笑顔あふれる未来につながるのだと信じています。

あいことば

第
1
号
議
案

5

2024年度の取り組み
近江八幡市おむつおとどけ
みまもり便スタート
４月１１日

大津市と包括連携協定締結
１２月１７日

サマーキャンプin鳥取
８月３日～４日

田植え・稲刈り体験
５月・９月

甲賀市と包括連携協定締結
１月２７日

第１５回びわ湖清掃
ウォーク
９月２８日

●主なニュース●

●主なニュース● ●主なニュース●

・円安、３４年ぶりに
１ドル１６０円台

・「南海トラフ地震
臨時情報」初発表

・パリパラリンピック

・大谷翔平大リーグ
初「50-50」

・能登半島豪雨

・令和の米騒動

『ともにつくる笑顔あふれる未来』の実現に向けて、わたしたちが大切にする３つのこと。
みんなごとをキーワードにコープしがらしさを創造していきます。

耳を傾け
向きあおう

活動へ
参加しよう

地域で
体験を活かそう

第
1
号
議
案

6
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■２０２４年度組織状況（２０２５年３月２０日までの累計）

0

24

23

22

21

20

19

組合員数

22万
3,862人

22万
4,728人

22万
5,662人

2023年
実績

2024年
計画

2024年
実績

計画比
100.4％

0

139

138

137

136

135

134

出資金

134億
9,727万円

138億
1,787万円

136億
8,113万円

2023年
実績

2024年
計画

2024年
実績

予算比
99.0％

0

12,000

11,000

10,000

9,000

加入者数

1万991人1万869人
1万444400人

2023年
実績

2024年
計画

2024年
実績

計画比
94.9％

第
1
号
議
案

7

■２０２４年度事業実績（２０２５年３月２０日までの累計）

0

405

400

395

390

総供給高

397億
5,754万円

400億
3,100万円

402億
5,968万円

2023年
実績

2024年
予算

2024年
実績

予算比
100.5％

0

310

309

308

307

306

305

304

宅配供給高

304億
3,119万円

309億
2,500万円 307億

8,800万円

2023年
実績

2024年
予算

2024年
実績

予算比
99.5％

0

90

89

88

87

86

85

84

83

店舗供給高

84億
9,701万円

85億
6,700万円

2023年
実績

2024年
予算

2024年
実績

予算比
104.0％

89億
1,713万円
89億
1,713万円

0

5.3

5.2

5.1

5.0

4.9

夕食サポート供給高

4億
9,696万円

5億
600万円

5億
2,282万円

2023年
実績

2024年
予算

2024年
実績

予算比
103.3％

-900

-1100

-1300

-1500

-1700

-1900

-2000

0

福祉剰余金

-926万円 -920万円

-1,911万円-1,911万円
2023年
実績

2024年
予算

2024年
実績

0

くらしのサポート事業（あったか便）供給高

3,300万円

1,648万円

3,171万円

2023年
実績

2024年
予算

2024年
実績

予算比
96.1％

1500

2000

2500

3000

3500

0

18

17

16

15
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小さなサイズのクリスマスケーキが欲しいと
いう声は毎年増えています。これまでも企画
をしていましたが、複数の案内書に分かれて
掲載していたため、見つけづらくなっていま
した。そのため、４号サイズのケーキ（コー
プしがマルシェ１２月２回企画）やお正月準
備号に掲載されているケーキもオリジナルク
リスマスケーキの商品案内書に一緒に掲載す
ることで、見つけやすくしました。

クリスマスケーキのサイズについて

ぱくぱく商品知ってね！交流フェス開催について
身近な場所で組合員と生産者が商品を中心に交流できる場として、「ぱくぱく商品知ってね！交流フェス」を９ヵ
所のコープしが宅配事業センターで実施し、合計７６１名が参加しました。また、合計９０の生産者・メーカー
が参加し、６１名の組合員が当日の協力員として参加しました。

組合員の声
・ クリスマスケーキのサイズは、大きなワン
ホールではなく、ショートケーキ・小さな
サイズが欲しいです。

組合員の声
・ 今まで購入したことがない商品でも、試食したり生産者さんのお話を聞かせていただくことで、購入の意欲につ
ながります。

・このような場を友人・知人にもぜひ紹介したいです。

他チラシのケーキ紹介はこちら⬆

第
1
号
議
案

9

コープしがマルシェと商品案内書エコーの合冊について

３月４回より『コープしがマルシェ』を『エ
コー』にまとめ、同じような商品の掲載を減
らして、より見やすく選びやすい商品案内書
にしました。『コープしがマルシェ』のページは、
これまで以上に産直商品、県内商品、滋賀な
らではの商品を掲載するようにしています。

滋賀県産の農産物や県内で生産される商品への要望を受けて、『エコー』の中でも、『コープしがマルシェ』のぺー
ジで産直商品や滋賀の商品を中心に取り扱い、県内生産者やメーカーを応援しました。

滋賀県産の野菜や県内産商品の取り扱いについて

組合員の声
・チラシが多すぎて読みきれないです。
・商品が多すぎて選びにくいです。

組合員の声
・滋賀の野菜セットが好きです。
・滋賀県産のものを利用したいです。
・滋賀県産の商品だけまとめてくださるとありがたいです。

コープしがマルシェが、エコーの中に移りましたーの中に移りました

減
書

コ プしがマルシェ

人生１００年時代といわれる現代において、“ 安全安心な
食 ”はとても大事です。色あざやかな野菜や果物、新鮮な魚、
お肉、牛乳…私たちの食卓を豊かに彩る食べ物の向こうに、
作った人々の想いが見えます。そして、私たちの健康を保ち、
心を満たす。家族や仲間の笑顔につながっていきます。
食べることは生きること。食べることは楽しいこと。“食 ”

を真ん中において、くらしの中の実感を伝え合うことで「食
の大切さ」を守りましょう。

わたしのできるコトの一歩を踏み出そう

１．『食』の大切さ
を考えよう！

【３】［2024年度みんなで進めたこと］のふり返り第
1
号
議
案

9
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フードロス削減、ドライアイス削減について
２０２３年１０月から注文間違いや数量間違いなど組合員都合による返品の受付をしないこととしました。食品
の廃棄はコープしがの事業への影響も大きく、みんなでつくっている協同組合の財産を減らすことにもなります。
できるだけ廃棄をなくし、持続可能な事業をみんなで進めていきましょう。

冷凍商品の配送に使用するドライアイスの確保が厳しくなってきたため、持続可能な宅配事業をめざし、繰り返
し使用できる冷凍保冷剤を活用した配送を２０２４年１０
月からすべての宅配事業センターでスタートしました。また、
配送に使用するこれらの備品は組合員みなさんの財産ですので、
長く使えるように丁寧な取り扱いをみんなで進めていきましょ
う。

組合員の声
・ 返品について、このお知らせはとてもいいと思います。
なぜ今までなかったのかと思うほどです。

・ 他の国では、十分に食べられない子どもたちもたくさん
います。

２０２４年１０月より、申し込みチケットの当落確認は、組合員自
身で、コープしがホームページ「サービス事業チケット」ページで
確認できるようになりました。チケットを注文した翌週の水曜日以降、
抽選結果を調べることができます。

チケットの抽選における当落確認について

組合員の声
・ 注文したチケットが抽選で落選した
場合、ハガキ連絡だけではハガキが
紛れたり、届かなかったりして困り
ます。

・ ハガキ以外の方法でも抽選結果を案
内して欲しいです。

夕食サポートの広がりについて
夕食サポートは、組合員相互のくらしのたすけあい運動として事業が始まり１４年が経過しました。現在、（株）
初穂とコープしが子会社の（株）コープシステムサービス大中フードセンターの２社体制でお弁当を製造しています。
利用者、食数も順調に広がり、現在は１日約３,３００食をお届けしています。また、夕食サポートニュース「つ
ながり」では、川柳を通じた組合員同士のつながりが広がりました。

組合員の声
・ 高齢の方々のたくさんの投稿に勇気づけられます。
・ 配達してくださる方もちゃんと声かけしてくださるし、元気になります。
本当にご苦労様です。

・ 「おいしいね　家族のえがお　宅食事」
・ 「宅配や　食べてさわやか　旬の味」

第
1
号
議
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11

配達手数料の名称変更について

配達手数料の内訳について、何に対しての手数料なのか、言
葉の意味がわかりにくかったので、２０２４年７月から名称
を変更しました。

配達手数料の内訳
基本料… 商品のお届けの有無に関わらず、毎週個別に伺うことに対して、個配を利用している全員に基本料を負

担していただく料金です。
利用料… 商品のご利用額に応じて負担していただく料金です。商品のご利用が無い場合は発生しません。

組合員の声
・ システム使用料と利用手数料の違いがわかりにくいです。

コープの宅配ご利用方法のお知らせについて

「グループ購入（共同購入）」「ステーション購入（共同購入）」「個人配達」の３つの利用方法で利用されている組
合員の声を聴いて、利用に関する方法やルール等を改めて、整理し案内しました。また、ホームページの地域ステー
ション一覧ページでは「店名」「住所」「受け取り可能曜日・時間」を公開しています。

組合員の声
・ 引っ越しをしたので、ステーショ
ンを探していたが、どこにあるの
かわからなかったです。
・ グループで利用していますが、グ
ループの人と時間が合わなくなって、
どうしたらいいか悩んでいます。

お届け商品の中にたまごがある場合、組合員担当のスマートフォンに「たまごあり」と表示するようにしました。
商品を手渡しする時に、「たまごが入っているので、気を付けてくださいね」と一声掛けています。

商品をお渡しする時の配慮について

たまごがあります。
丁寧にお願いします。

分かったわ！
ありがとう

組合員の声
・ 組合員担当さんから雑貨や冷凍、冷蔵の袋の手渡しがあり
ますが、たまごの存在が非常に気になります。
・ 商品を受け取る側も気を付けたいので、たまごが入ってい
る場合は知らせて欲しいです。

いつでもどこからでも注文ができ、どんなところへも笑顔
と商品を届けてくれる生協の宅配。「コープしがに入ってて
よかったわ」、「担当さんのおすすめ毎週楽しみにしているよ。
ありがとう」の声がたくさん集まりました。
つながる信頼から安心がうまれる生協の宅配を楽しみま

しょう。

わたしのできるコトの一歩を踏み出そう

２．『宅配がある
くらし』

をもっと楽しもう！
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２．『宅配がある
くらし』

をもっと楽しもう！
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移動店舗を通じたくらしへのお役立ちについて
利用者一人ひとりの要望やリクエストに応えることができるように普段の声かけやアンケート結果から生鮮部門
を中心に積載商品の見直しを進め、野菜や果物、鮮魚の切り身などの種類を増やしました。また、コープ商品や
産直商品など毎月おすすめ商品を設定し、日々の対話を通じて利用が広がるよう取り組みました。

組合員の声
・ 買いたいものがいつもあるのでたすかります。
・職員さんのおすすめで購入した生協牛乳がとてもおいしかったのでこれからも利用したいです。
・小松菜はシャキシャキして鮮度がいいのでうれしいです。

店舗の駐車場が安全に利用できるように、コープもりやま店とコープぜぜ店の駐車場の白線を引き直しました。
他店舗でも施設や設備に不具合がないか点検をおこないました。
また、「コープのお店は安心して利用することができる」と感じてもらえるよう、店舗内外に椅子の設置や買い物
時でも座れるカートの導入をしました。

安心して利用できるお店の施設・設備について

組合員の声
・コープもりやま店の駐車場で夜間や土砂降りの時に白線が薄く見えにくく感じる時があります。
・店舗のすぐ前が駐車場になっていて便利なのですが、高齢者や障がいをお持ちの方々は駐車場からお店に入るまで
に椅子があると休むことができるので便利だと思います。

コープぜぜ店駐車場

第
1
号
議
案

13

組合員の「買い場」について
生協は、組合員がくらしをよくするために作った、買うための組織であるとの考えに立ち返り、買い手の立場に立っ
た視点で買い場づくりをすすめました。

職員の声
・ 職員は手作りのコトＰＯＰを使って、商品の背景や詳しい商品情報を案内し、手に取りやすく試してみたくなる
ような工夫をしました。

「ポイントプレゼント券」のレジでのご案内について

せっかく貯めたポイントプレゼント券を精算時に渡し忘れてしまうとの声を受けて、レジ担当者からの声掛けや表示、
店内放送を通じてお知らせし、お得に利用してもらえるようにしました。

組合員の声
・ポイントプレゼント券をいつも忘れてしまいます。レジで案内をしてもらえると嬉しいのですが…

私もあなたも誰にでも「おいしさ、楽しさ、あったかさ」
を実感できるコープのお店。
「これおいしかったわ」、「これ便利」、「ここでしか買えな
いものがあるわ」という声がゆきかう私たちのお店。「お買
い物サポートカーやお届け便（買い物代行、お買い上げ配達）
があって助かるわ」の声もいっぱい届いています。
楽しい、また来たいと思えるお店にみんなでしていきま

しょう。

わたしのできるコトの一歩を踏み出そう

３．『お店がある
くらし』

をもっと楽しもう！
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介護が必要となった時に安心して頼っていただくために
介護が必要になった時、利用者自身の「できる力」を奪うことなく自立につ
なげる「生協10の基本ケア」を軸にしたケアを行うことで、利用者が増え
ています。また、介護保険制度の改定に伴い、訪問介護事業を断念される法
人が増える中、引き続き訪問介護サービスが必要なご利用者の受け入れも行っ
ています。こうした既存事業所での積極的なご利用者の受け入れと併せ、よ
り多くの介護を必要とされる方に頼っていただくため、新たな事業所開設に
向け介護職員の拡充を進めています。

組合員の声
・ 私のくらしている地域でもコープしがの介護事業が利用できたらいいと願っ
ています。

利用者、他法人からの声
・ 訪問してもらえるのが楽しみになっています。丁寧にケアしてもらえるだ
けでなく、ヘルパーさんのマスク越しでもわかる笑顔から元気を貰えてい
ます。

・ 訪問ヘルパーさんから、ご利用者のご様子を事細かく連絡いただけるだけ
でなく、ご利用者の生活環境をより良くするための提案もいただけ、ケア
マネとして助かっていますし、安心してお任せできています。

震災を忘れないスタディツアーinふくしまの取り組みについて
①知ること、②知らせること、③つながること、④応援することを目的に、震災を風化させない取り組みとして、
震災を忘れないスタディツアーinふくしまを２０２４年１０月２６日～２７日に開催し、組合員２４名が参加し
ました。参加者は、自分の目や耳で被災地の現状を学ぶとともに、現地の人々や生産物をはじめとした福島県の
魅力に触れる場となりました。

組合員の声
・ 新しい家や建物が建築され、もう復興したんだと思ったが、やはり人が帰っていない所は当時のまま荒れていまし
た。この現状を伝えなければと思いました。

・ 昔からの防災の言い伝えを継続していく事が大切であると痛感しました。

第
1
号
議
案

15

共済事業と大学生協との連携について
滋賀県の大学生協とコープ共済連と連携しながらＣＯ・ＯＰ学生総合共済を広
く進めていくための協議を重ねました。また、卒業後、社会人生活のスタート
に活用できるよう、コープしがの事業やサービスに関するお知らせを卒業生へ
配布しました。

 CO・OP学生総合共済の内容
病気、ケガの保障だけでなく、学業復帰支援臨時費用、こころの早期対応保障、
ストーカー被害見舞金といった学生ならではの保障内容となっており、卒業後
は新社会人コースへ継続し３０歳まで保障を続けることができます。

介護への備えや不安解消の取り組みについて
介護が必要になった時、「どこに相談すればよいのかわからない」や、「どのような
備えが必要かわからない」といった声に対して、コープもりやま店などで介護相談
会を開催しました。２０２４年度は、ブースに立ち寄られた方から、２６件の相談
を受け付けました。

組合員の声
・令和時代の学生ならではの保障内容にとても満足しています。

相談者の声
・ そろそろ介護について考えなければならないと思っていましたが、まだいいかと
いう思いもあり行動できていませんでした。介護が必要になった際の相談窓口や
流れが知れて良かったです。
・ 知り合いに介護が必要な方がいます。何も支えになってあげられていなかったの
ですが、説明会で教えてもらったことを教えてあげます。
・ 相談ではないのですが、家族の介護をしており悩み疲れています。悩みを聞いて
いただけたことで気持ちが楽になりました。ありがとうございます。

予測できない自然災害や病気・ケガ。新型コロナウイルス
の流行で “ あたりまえ ” があたりまえでなくなる経験もしま
した。ふだんのくらしの保障の備えやローリングストックな
どの重要性が改めて見直されています。困った時こそお互い
を想う気持ちも大切です。くらしの困りごとを気軽に話せて
解決できるつながりづくりとして、ささえあいサポートが地
域ですすんでいます。
「うばい合えば足らぬ、わけ合えばあまる（相田みつを）」
協同の精神 “ 分かち合い ” を胸に、よりよいくらしづくりを
考えていきましょう。

わたしのできるコトの一歩を踏み出そう

４．くらしの備えと
『おたがいさま』

を考えよう！
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15
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CO2排出量４６％削減に向けた新たなロードマップについて
コープしがでは、２０２２年に策定した「環境政策に基づくCO2削減に向けた２０３０年までの実施計画」で確
認した取り組みを進めてきました。これまでの取り組みの実績も踏まえて、CO2排出量の削減計画を見直しました。
コープしがではCO2排出量を２０３０年に４６％（２０１３年度比）の削減を目標にして取り組みを進めています。

組合員の声
・ 夏場の異常な気温や頻繁に発生する異常気象など、私
たちの生活がおびやかされています。CO2を出し続け
ている世の中なので、深刻に考えていかないといけな
いと思います。

「考えてやってみよう！５つのたいせつ」活動について
「いろいろな会場に行って参加できる生協のイベントもいいけれど、もっと身近に、自由な時間で“５つのたいせつ”
の活動ができればいいな」との組合員の声を受け、「考えてやってみよう！５つのたいせつ」活動を開始しました。

個人や家族、友だちと活動をし、取り組み内容をホームページに投稿する
と、取り組みが多くの人に共有できるとともに、１投稿につき１００円が
「滋賀応援寄附」に寄付されます。

びわこ＊たいせつの投稿
・ 歩いて通勤途中でのゴミ拾いをしました。誰かが、拾っている姿を見て
捨てないようにしようと思ってくれたらいいなと思います。

第１５回びわ湖清掃ウォークの取り組みについて
第１５回びわ湖清掃ウォークを守山市で開催し、４５０名の組合員と役職員が参加して、ピエリ守山～第２なぎ
さ公園のびわ湖岸を清掃しながらウォーキングしました。

組合員の声
・ 子どもが学校の行き帰りでゴミ拾いすることがあって興味があるようなので、参加しました。びわ湖の清掃は初め
てです。子どもと一緒にいい体験になりました。

第
1
号
議
案
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コープの森３号地「コープの森 多賀」について
コープしがは、琵琶湖の水源を守り、CO2を吸収する貴重な森林資源を育て、守っていくために「琵琶湖森林づ
くりパートナー協定」を活用して、２０２４年１０月１日より新たに多賀町の大滝山林組合と協定を締結し、コー
プの森３号地「コープの森 多賀」を開設しました。森林を守るだけでなく、組合員
や役職員が自然に触れて環境について学ぶことができる活動を続けていきます。

環境への取り組みを紹介したホームページ作成について
コープしが環境政策に基づき取り組んだことをホームページにまとめました。情報を一つにまとめることで、「わ
たしたちのコープしががどのように環境課題に取り組んでいるのか」を簡単に知ることができ、コープしがの環
境への取り組みが分かるようにしました。これからは、具体的なデータや実績の情報を発信して、「環境への貢献度」
を実感できるように進めます。

組合員の声
・ コープの森多賀に興味があります。森林整
備で発生する間伐材の処理には費用がかか
り放置されることも多く、その有効活用が
できれば環境保全に貢献ができます。また、
子ども達に森にふれる機会、滋賀県でしか
できない経験をさせてあげたいです。

組合員の声
・ リサイクルの出し方などの情報が一覧になっているチラシが入って
いました。環境への取り組みを発信してほしいと声を出したのが形
になってうれしいです。
・ たくさんの組合員が知ることができるように情報を発信してほしい
です。

人は一人で生きられません。くらしを豊かにするために、
住みよい地域を築くために、ともにささえあいながら生きて
います。人とのかかわりを制限されたことにより、あらため
て気づかされた人とのつながりの温かさや大切さ。一人でで
きるコト、だれかと一緒にできるコト…。
私がワクワクできて誰かの笑顔につながるコトの一歩を踏

み出しましょう。

わたしのできるコトの一歩を踏み出そう

５．くらしをよくし、誰かの
『笑顔につながるコト』

をはじめよう！
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●「所在不明組合員の整理に関する規約」に基づく自由脱退処理について
定款第１０条第２項及び「所在不明組合員の整理に関する規約」に基づき、２０２３年３
月２０日以前から所在不明になっている４６４名（出資金総額１,９２５,４６８円預かり金含む）
について２０２５年３月２０日付で自由脱退処理を行いました。

●適切な会計監査の実施について
公認会計士「有限責任監査法人トーマツ」による監査を実施します。

●２０２４年度情報公開について
情報公開に関する申請及び再申請はありませんでした。

ささえあいサポート活動

2024年度
ささえあい
サポート
トップ４

依　頼　内　容 合計（件）
家事援助（掃除・片付け含む） 2,161
庭木・草取り・水やり 447
子ども見守り 206
高齢者支援 116

利用件数……………… 3,664件
（前年度3,089件）

サポーター組合員数… 1,720人
（前年度1,926人）

くらしの中での困りごとを解決するささえあいサポートについて
組合員のくらしの困りごとに対して、組合員のできることでたすけあう「ささえあいサポート」の利用が増えています。
サポーターと利用者、コーディネーターが顔の見える関係となり、安心して利用や活動ができるよう、サポーター
やコーディネーターの話し合いの機会が増えました。

利用者の声
・ 高齢になり、今までできていたことが困難になってきました。困った
時にすぐに相談できることや、組合員が助けてくださることで、安心
して利用できています。

サポーターの声
・ 食事作りのサポートに月１回入っています。そこの２歳のお子さんが
ニコッと笑いながら「〇〇さん」と呼んでくれるようになり、うれし
くなります。

㈱コープシステムサービス　大中フードセンターの稼働について
宅配弁当（夕食サポートつながり）の製造、宅配事業で
不足するドライアイスの代わりとなる冷凍保冷剤の凍結
といった事業を通じて、組合員に生協の商品を安定的に
提供することをめざし、コープしが子会社㈱コープシス
テムサービス　大中フードセンターが２０２４年８月に
稼働しました。
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被災地への職員派遣について
２０２４年１月の能登半島地震の発生直後から、被災地支援のために、
全国の生協が日本生協連を通じて現地に職員を派遣しています。コー
プしがからも、２０２４年度は合計５名の職員が現地に入り、被災
地生協の宅配業務の配達や、現地の災害ボランティアセンターの運
営サポートを行いました。

９月には豪雨被害もあり、息の長い支援が求められています。今後
も被災地に寄り添った活動を継続します。

参加職員の声
・ ８/２２～８/２６に復興支援に行ってきました。現地で担当した
事は、穴水町のボランティアセンターにてボランティアに来てく
ださった方と、ボランティアを必要としている方を結ぶ役割でした。
毎日仕事がある中で遠方から毎週末通っているという方や、いろ
んな被災地に支援のために飛び回っているという方もおられ、本
当にすごいと感銘を受けました。また、今回の活動を通じて全国
の生協のつながりを再認識し、とてもいい組織にいることを実感
しました。今後災害が発生した際にも自ら進んで復興支援の活動
に参加していこうと思います。

認知症に対する不安解消のための取り組みについて
組合員・役職員を対象に認知症への理解を深め、何か行動できるようになるために認知症学習会（認知症サポーター
養成講座）を実施しました。また、広報誌スパイラル１０月号では「社会で見守りたい認知症」として認知症の
人への接し方や相談先などに関する情報発信を行いました。

組合員の声
・ 父親が認知症で、今とっても大変なんです。すっごく暴言もあり接し方や受け止め方がとっても難しく悩んでいます。
これからも学習や相談できる機会がもっとあれば良いと思います。

職員の声
・ ご来店いただく方の中にも認知症の方がおられ、対応に困る場面がありました。研修で学んだことを実践し、安心
していただける対応を行っていきます。

認知症の人と家族の会より
・スパイラルを見た組合員からご相談があり、心の負担が和らいだと喜んでいただけました。

私たちの日々のくらしには生協とかかわる中でうまれる
“ ありがとう ” がたくさんあります。組合員や職員も、自分
やくらしを守ることへの感謝の気持ちがあふれます。
お店でも週に一度の宅配でも、生協でつながっていること

の喜びを実感し広げていきましょう。
そして、私たちの子どもや孫やもっと先の世代にも、安全

と安心をつないでいける笑顔あふれるコープしがにしていき
ましょう。

わたしのできるコトの一歩を踏み出そう

６．『ありがとう！』
でつながる私たち！
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１５

２）出資金は、生協の経営基盤の安定のために組合員からお預かりしたお金です。生協はすべての

事業の元手になる大切な事業活動資金として組合員への出資配当を実施します。 

出資配当率は０．２５％とします。 

３３，８５８千円 

（（４４））任任意意積積立立金金

１）宅配共同システムの稼働に加え店舗システム利用料及びその他システムの開発や改修

などに多額の費用が見込まれるため、システム整備積立金を積み増します。

  ４００，０００千円 

２）近年、自然災害が多く発生しており、大規模地震や台風、集中豪雨などによる施設の損壊やその

他のリスクに備える資金をリスク対応準備金として積み増します。 

３００，０００千円 

３）将来における福祉事業の拡大や地域社会への貢献を高めるため、福祉積立金を積み増します。

１００，０００千円 

４）将来における減損損失の可能性に備えるため、減損評価準備金を積み増します。

１００，０００千円 

５）将来における取引先や他生協などの災害支援に備える資金として、災害支援基金を積み増しま

す。

３３，３５３千円 

６）産直生産者や県内地場産協定先と深い信頼関係を構築し、安定した需要と供給を維持しさらに

発展させるために、前年度である２０２３年度の産直生産物及び県内農産品の１点の購入につき

１円を産直・県内農産基金として積み増します。

８，７０９千円 

（（５５））次次期期繰繰越越剰剰余余金金

物価高騰をはじめとした環境変化に対応し持続して経営を安定させていくため次期繰越を行い

ます。定款第７４条には毎事業年度の剰余金（当期剰余金）の２０分の１に相当する額以上の金

額を教育事業等繰越金として翌事業年度に繰り越すことが定められており、次期繰越剰余金には

この教育事業等繰越金６９，７６７千円が含まれています。 

３９２，１９９千円

以 上 

第
1
号
議
案

49

第
1
号
議
案

６０８，０９３千円

49



50

１５

２）出資金は、生協の経営基盤の安定のために組合員からお預かりしたお金です。生協はすべての

事業の元手になる大切な事業活動資金として組合員への出資配当を実施します。 

出資配当率は０．２５％とします。 

３３，８５８千円 

（（４４））任任意意積積立立金金

１）宅配共同システムの稼働に加え店舗システム利用料及びその他システムの開発や改修

などに多額の費用が見込まれるため、システム整備積立金を積み増します。

  ４００，０００千円 

２）近年、自然災害が多く発生しており、大規模地震や台風、集中豪雨などによる施設の損壊やその

他のリスクに備える資金をリスク対応準備金として積み増します。 

３００，０００千円 

３）将来における福祉事業の拡大や地域社会への貢献を高めるため、福祉積立金を積み増します。

１００，０００千円 

４）将来における減損損失の可能性に備えるため、減損評価準備金を積み増します。

１００，０００千円 

５）将来における取引先や他生協などの災害支援に備える資金として、災害支援基金を積み増しま

す。

３３，３５３千円 

６）産直生産者や県内地場産協定先と深い信頼関係を構築し、安定した需要と供給を維持しさらに

発展させるために、前年度である２０２３年度の産直生産物及び県内農産品の１点の購入につき

１円を産直・県内農産基金として積み増します。

８，７０９千円 

（（５５））次次期期繰繰越越剰剰余余金金

物価高騰をはじめとした環境変化に対応し持続して経営を安定させていくため次期繰越を行い

ます。定款第７４条には毎事業年度の剰余金（当期剰余金）の２０分の１に相当する額以上の金

額を教育事業等繰越金として翌事業年度に繰り越すことが定められており、次期繰越剰余金には

この教育事業等繰越金６９，７６７千円が含まれています。 

３９２，１９９千円

以 上 
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１６

剰剰  余余  金金  処処  分分  案案
生活協同組合コープしが  （単位：円） 

Ⅰ．当期未処分剰余金    ２，１３２，９０９，３３０ 

Ⅱ．任意積立金取崩額 

１．事業所内保育特別償却準備金取崩額  １，９６５，１７３ 

２．太陽光発電国庫補助金積立金取崩額  １，３４１，１９４   ３，３０６，３６７ 

  小計    ２，１３６，２１５，６９７ 

Ⅲ．当 期 処 分 額         

１．法 定 準 備 金            

２．利用分量割戻金  

３．出 資 配 当 金       

４．システム整備積立金 

５．リスク対応準備金 

６．福祉積立金  

７．減損評価準備金  

８．災害支援基金 

９．産直・県内農産基金

１６０，０００，０００     

６０８，０９３，９６１    

３３，８５８，６６３  

４００，０００，０００   

３００，０００，０００   

１００，０００，０００   

１００，０００，０００  

３３，３５３，９０８  

８，７０９，９９７  １，７４４，０１６，５２９ 

Ⅳ．次期繰越剰余金    ３９２，１９９，１６８ 

注記 

１．定款第７７条による利用分量割戻しは、以下の基準で行います。 

 宅配事業（共同購入・個配）の処分額は、６０８，０９３千円です。割戻し基準は、コン

ピュータに記録された共同購入・個配利用高の２．０％とします。

２．定款第７８条による出資配当は、年０．２５％で行います。なお、出資配当金は２０．４２％ 

の所得税及び復興特別所得税が源泉徴収され、期中の増資及び加入出資金は、日数按分で配当

金を計算します。 

３．定款第７９条に基づき、計算した利用分量割戻金及び出資配当金の額に 1 円未満の端数が生じ

たときは、切り捨てとします。 

４．利用分量割戻金及び出資配当金を受ける組合員は、２０２４年度末に在籍する組合員で、かつ、

本総代会当日の在籍組合員であることを必要とします。 

  ５．次期繰越剰余金には、定款第７４条に定める教育事業等繰越金６９，７６７千円が含まれてい
ます。 

２０２５年９月６日 

理事長 白石 一夫 

【参考】剰余金処分後残高 （単位：千円）
科 目 2025/3/20現在残高 任意積立金取崩額 処分（積立）後残高

事業所内保育特別償却準備金 17,934 1,965 15,969
太陽光発電国庫補助金積立金 11,366 1,341 10,024

（単位：千円）
科 目 2025/3/20現在残高 2024年度処分案 処分（積立）後残高

法定準備金 6,675,000 160,000 6,835,000
システム整備積立金 1,252,779 400,000 1,652,779
リスク対応準備金 1,000,000 300,000 1,300,000
環境事業積立金 1,051,502 - 1,051,502
店舗開設積立金 987,396 - 987,396
減損評価準備金 737,467 100,000 837,467
福祉積立金 234,420 100,000 334,420
産直・県内農産基金 48,052 8,709 56,762
災害支援基金 16,646 33,353 50,000

※2025/3/20現在残高は取崩後の残高です。

【参考】法定準備金及び任意積立金の処分見込み後残高
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１６

剰剰  余余  金金  処処  分分  案案
生活協同組合コープしが  （単位：円） 

Ⅰ．当期未処分剰余金    ２，１３２，９０９，３３０ 

Ⅱ．任意積立金取崩額 

１．事業所内保育特別償却準備金取崩額  １，９６５，１７３ 

２．太陽光発電国庫補助金積立金取崩額  １，３４１，１９４   ３，３０６，３６７ 

  小計    ２，１３６，２１５，６９７ 

Ⅲ．当 期 処 分 額         

１．法 定 準 備 金            

２．利用分量割戻金  

３．出 資 配 当 金       

４．システム整備積立金 

５．リスク対応準備金 

６．福祉積立金  

７．減損評価準備金  

８．災害支援基金 

９．産直・県内農産基金

１６０，０００，０００     

６０８，０９３，９６１    

３３，８５８，６６３  

４００，０００，０００   

３００，０００，０００   

１００，０００，０００   

１００，０００，０００  

３３，３５３，９０８  

８，７０９，９９７  １，７４４，０１６，５２９ 

Ⅳ．次期繰越剰余金    ３９２，１９９，１６８ 

注記 

１．定款第７７条による利用分量割戻しは、以下の基準で行います。 

 宅配事業（共同購入・個配）の処分額は、６０８，０９３千円です。割戻し基準は、コン

ピュータに記録された共同購入・個配利用高の２．０％とします。

２．定款第７８条による出資配当は、年０．２５％で行います。なお、出資配当金は２０．４２％ 

の所得税及び復興特別所得税が源泉徴収され、期中の増資及び加入出資金は、日数按分で配当

金を計算します。 

３．定款第７９条に基づき、計算した利用分量割戻金及び出資配当金の額に 1 円未満の端数が生じ

たときは、切り捨てとします。 

４．利用分量割戻金及び出資配当金を受ける組合員は、２０２４年度末に在籍する組合員で、かつ、

本総代会当日の在籍組合員であることを必要とします。 

  ５．次期繰越剰余金には、定款第７４条に定める教育事業等繰越金６９，７６７千円が含まれてい
ます。 

２０２５年９月６日 

理事長 白石 一夫 

【参考】剰余金処分後残高 （単位：千円）
科 目 2025/3/20現在残高 任意積立金取崩額 処分（積立）後残高

事業所内保育特別償却準備金 17,934 1,965 15,969
太陽光発電国庫補助金積立金 11,366 1,341 10,024

（単位：千円）
科 目 2025/3/20現在残高 2024年度処分案 処分（積立）後残高

法定準備金 6,675,000 160,000 6,835,000
システム整備積立金 1,252,779 400,000 1,652,779
リスク対応準備金 1,000,000 300,000 1,300,000
環境事業積立金 1,051,502 - 1,051,502
店舗開設積立金 987,396 - 987,396
減損評価準備金 737,467 100,000 837,467
福祉積立金 234,420 100,000 334,420
産直・県内農産基金 48,052 8,709 56,762
災害支援基金 16,646 33,353 50,000

※2025/3/20現在残高は取崩後の残高です。

【参考】法定準備金及び任意積立金の処分見込み後残高
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１６

剰剰  余余  金金  処処  分分  案案
生活協同組合コープしが  （単位：円） 

Ⅰ．当期未処分剰余金    ２，１３２，９０９，３３０ 

Ⅱ．任意積立金取崩額 

１．事業所内保育特別償却準備金取崩額  １，９６５，１７３ 

２．太陽光発電国庫補助金積立金取崩額  １，３４１，１９４   ３，３０６，３６７ 

  小計    ２，１３６，２１５，６９７ 

Ⅲ．当 期 処 分 額         

１．法 定 準 備 金            

２．利用分量割戻金  

３．出 資 配 当 金       

４．システム整備積立金 

５．リスク対応準備金 

６．福祉積立金  

７．減損評価準備金  

８．災害支援基金 

９．産直・県内農産基金

１６０，０００，０００     

６０８，０９３，９６１    

３３，８５８，６６３  

４００，０００，０００   

３００，０００，０００   

１００，０００，０００   

１００，０００，０００  

３３，３５３，９０８  

８，７０９，９９７  １，７４４，０１６，５２９ 

Ⅳ．次期繰越剰余金    ３９２，１９９，１６８ 

注記 

１．定款第７７条による利用分量割戻しは、以下の基準で行います。 

 宅配事業（共同購入・個配）の処分額は、６０８，０９３千円です。割戻し基準は、コン

ピュータに記録された共同購入・個配利用高の２．０％とします。

２．定款第７８条による出資配当は、年０．２５％で行います。なお、出資配当金は２０．４２％ 

の所得税及び復興特別所得税が源泉徴収され、期中の増資及び加入出資金は、日数按分で配当

金を計算します。 

３．定款第７９条に基づき、計算した利用分量割戻金及び出資配当金の額に 1 円未満の端数が生じ

たときは、切り捨てとします。 

４．利用分量割戻金及び出資配当金を受ける組合員は、２０２４年度末に在籍する組合員で、かつ、

本総代会当日の在籍組合員であることを必要とします。 

  ５．次期繰越剰余金には、定款第７４条に定める教育事業等繰越金６９，７６７千円が含まれてい
ます。 

２０２５年９月６日 

理事長 白石 一夫 

【参考】剰余金処分後残高 （単位：千円）
科 目 2025/3/20現在残高 任意積立金取崩額 処分（積立）後残高

事業所内保育特別償却準備金 17,934 1,965 15,969
太陽光発電国庫補助金積立金 11,366 1,341 10,024

（単位：千円）
科 目 2025/3/20現在残高 2024年度処分案 処分（積立）後残高

法定準備金 6,675,000 160,000 6,835,000
システム整備積立金 1,252,779 400,000 1,652,779
リスク対応準備金 1,000,000 300,000 1,300,000
環境事業積立金 1,051,502 - 1,051,502
店舗開設積立金 987,396 - 987,396
減損評価準備金 737,467 100,000 837,467
福祉積立金 234,420 100,000 334,420
産直・県内農産基金 48,052 8,709 56,762
災害支援基金 16,646 33,353 50,000

※2025/3/20現在残高は取崩後の残高です。

【参考】法定準備金及び任意積立金の処分見込み後残高
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１６

剰剰  余余  金金  処処  分分  案案
生活協同組合コープしが  （単位：円） 

Ⅰ．当期未処分剰余金    ２，１３２，９０９，３３０ 

Ⅱ．任意積立金取崩額 

１．事業所内保育特別償却準備金取崩額  １，９６５，１７３ 

２．太陽光発電国庫補助金積立金取崩額  １，３４１，１９４   ３，３０６，３６７ 

  小計    ２，１３６，２１５，６９７ 

Ⅲ．当 期 処 分 額         

１．法 定 準 備 金            

２．利用分量割戻金  

３．出 資 配 当 金       

４．システム整備積立金 

５．リスク対応準備金 

６．福祉積立金  

７．減損評価準備金  

８．災害支援基金 

９．産直・県内農産基金

１６０，０００，０００     

６０８，０９３，９６１    

３３，８５８，６６３  

４００，０００，０００   

３００，０００，０００   

１００，０００，０００   

１００，０００，０００  

３３，３５３，９０８  

８，７０９，９９７  １，７４４，０１６，５２９ 

Ⅳ．次期繰越剰余金    ３９２，１９９，１６８ 

注記 

１．定款第７７条による利用分量割戻しは、以下の基準で行います。 

 宅配事業（共同購入・個配）の処分額は、６０８，０９３千円です。割戻し基準は、コン

ピュータに記録された共同購入・個配利用高の２．０％とします。

２．定款第７８条による出資配当は、年０．２５％で行います。なお、出資配当金は２０．４２％ 

の所得税及び復興特別所得税が源泉徴収され、期中の増資及び加入出資金は、日数按分で配当

金を計算します。 

３．定款第７９条に基づき、計算した利用分量割戻金及び出資配当金の額に 1 円未満の端数が生じ

たときは、切り捨てとします。 

４．利用分量割戻金及び出資配当金を受ける組合員は、２０２４年度末に在籍する組合員で、かつ、

本総代会当日の在籍組合員であることを必要とします。 

  ５．次期繰越剰余金には、定款第７４条に定める教育事業等繰越金６９，７６７千円が含まれてい
ます。 

２０２５年９月６日 

理事長 白石 一夫 

【参考】剰余金処分後残高 （単位：千円）
科 目 2025/3/20現在残高 任意積立金取崩額 処分（積立）後残高

事業所内保育特別償却準備金 17,934 1,965 15,969
太陽光発電国庫補助金積立金 11,366 1,341 10,024

（単位：千円）
科 目 2025/3/20現在残高 2024年度処分案 処分（積立）後残高

法定準備金 6,675,000 160,000 6,835,000
システム整備積立金 1,252,779 400,000 1,652,779
リスク対応準備金 1,000,000 300,000 1,300,000
環境事業積立金 1,051,502 - 1,051,502
店舗開設積立金 987,396 - 987,396
減損評価準備金 737,467 100,000 837,467
福祉積立金 234,420 100,000 334,420
産直・県内農産基金 48,052 8,709 56,762
災害支援基金 16,646 33,353 50,000

※2025/3/20現在残高は取崩後の残高です。

【参考】法定準備金及び任意積立金の処分見込み後残高
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決算関係書類（剰余金処分案を除く）及びその附属明細書は、組合の財産及び損益の

状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認めます。

（３）剰余金処分案の監査結果 
剰余金処分案は法令及び定款に適合し、かつ、組合財産の状況その他の事情に照らし

て指摘すべき事項は認められません。

（４）その他

なお、剰余金処分案の計算プロセスに不備があった件については、再発防止の対策に

ついて、実施状況を注視して参ります。

2025 年 8 月 14 日

生活協同組合コープしが

常勤監事 笠川 英明 印

監 事 中嶋 栄子 印

監 事 藤澤 真理 印

員外監事 伊藤 慧 印

員外監事 伊藤 正隆 印

 

監監査査報報告告書書  

私たち監事は、2024 年 3 月 21 日から 2025 年 3 月 20 日までの 2024 年度の理事の職務の

執行を監査しました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１１ 監監査査のの方方法法及及びびそそのの内内容容

（1）監事会は、監査の方針・計画、職務の分担等を定め、各監事から監査の実施状況及び

結果について報告を受けるほか、理事等及び監査法人からその職務の執行状況について報

告を受け、必要に応じて説明を求めました。 

（2）各監事は、他の監事と意思疎通および情報交換を図るほか、監査方針・計画、職務の

分担等に従い理事、内部統制スタッフ、その他の職員等と意思疎通を図り、情報の収集及

び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。 

①理事会その他重要な会議に出席し、理事及び職員等からその職務の執行状況について

報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本部及び主要な

事業所において業務及び財産の状況を調査しました。また、子会社等については、子

会社等の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社

等から事業の報告を受けました。事業連合については、生活協同組合連合会コープき

んき事業連合の監事と会員生協の監事による「監事連絡会」に参加し、事業連合の監

査の状況について報告を受け、必要に応じて意見交換を行いました。 

②理事の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他組合業

務の適正を確保するために必要な体制の整備に関する理事会決議の内容及び当該決議

に基づいて整備されている体制（内部統制システム）の構築・運用の状況について定

期的に報告を受け、必要に応じて説明を求めました。 
③会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る決算関係書類（貸

借対照表、損益計算書、剰余金処分案）及びその附属明細書について検討しました。

また監査法人の監査の方法及び結果の相当性を判断し、参考にしました。 
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告書及びその附属明細書、決算関係書類

（貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案）及びその附属明細書について検討しました。

２２ 監監査査のの結結果果

（１）事業報告書等の監査結果

① 事業報告書及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、組合の状況を正しく示し

ているものと認めます。

② 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実

は認められません。

（２）決算関係書類（剰余金処分案を除く）及びその附属明細書の監査結果
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監 事 中嶋 栄子 印

監 事 藤澤 真理 印

員外監事 伊藤 慧 印

員外監事 伊藤 正隆 印

 

監監査査報報告告書書  

私たち監事は、2024 年 3 月 21 日から 2025 年 3 月 20 日までの 2024 年度の理事の職務の

執行を監査しました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

１１ 監監査査のの方方法法及及びびそそのの内内容容

（1）監事会は、監査の方針・計画、職務の分担等を定め、各監事から監査の実施状況及び

結果について報告を受けるほか、理事等及び監査法人からその職務の執行状況について報

告を受け、必要に応じて説明を求めました。 

（2）各監事は、他の監事と意思疎通および情報交換を図るほか、監査方針・計画、職務の

分担等に従い理事、内部統制スタッフ、その他の職員等と意思疎通を図り、情報の収集及

び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。 

①理事会その他重要な会議に出席し、理事及び職員等からその職務の執行状況について

報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本部及び主要な

事業所において業務及び財産の状況を調査しました。また、子会社等については、子

会社等の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社

等から事業の報告を受けました。事業連合については、生活協同組合連合会コープき

んき事業連合の監事と会員生協の監事による「監事連絡会」に参加し、事業連合の監

査の状況について報告を受け、必要に応じて意見交換を行いました。 

②理事の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他組合業

務の適正を確保するために必要な体制の整備に関する理事会決議の内容及び当該決議

に基づいて整備されている体制（内部統制システム）の構築・運用の状況について定

期的に報告を受け、必要に応じて説明を求めました。 
③会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る決算関係書類（貸

借対照表、損益計算書、剰余金処分案）及びその附属明細書について検討しました。

また監査法人の監査の方法及び結果の相当性を判断し、参考にしました。 
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告書及びその附属明細書、決算関係書類

（貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案）及びその附属明細書について検討しました。

２２ 監監査査のの結結果果

（１）事業報告書等の監査結果

① 事業報告書及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、組合の状況を正しく示し

ているものと認めます。

② 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実

は認められません。

（２）決算関係書類（剰余金処分案を除く）及びその附属明細書の監査結果
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す。

質疑は、時間配分内でより多くの方が発言できるように、一人の発言時間を 分以内といたします

のでご協力をお願いします。

意見の提出・発言の方法

議案についてのご意見は「議案への意見用紙」で受け付けます。

総代会での発言は「議案への意見用紙」で提出された中から、総代会運営会議で発言者を決めさせてい

ただきます。

総代会当日は、時間の許す範囲で会場からの発言を求める場合があります。その場合、限られた人数

となりますので、あらかじめご承知おきください。

「議案への意見用紙」は、事前発言通告用紙にあたります。

採決の方法および議決

議案の採決は、「反対」「保留」「賛成」の順に挙手して頂き、「反対票」「保留票」「賛成票」をそれぞれ

に１票ずつカウントします。ただし、「賛成票」が明らかに多数と認められる場合には、総代会運営の効

率化を図るために「賛成票」のカウントはおこないません。

総代会は、総代の過半数の出席で成立し、その出席した総代の過半数で議案を議決します。ただし、「組

合員の除名」の議案は、定款第 条の特別議決方法の規定により出席総代の 分の 以上の賛成で議決

します。

動議の取り扱い

動議とは、会議体においてその構成員から発議される事項を指し、生協の総代会では、総代が総代会

に対して提案を行うことです。動議は、必要事項を記載した文書で提出する必要があります。

動議は内容によって、以下の 種類に分類できます。

①議事運営に関する動議

議長の解任、休憩、審議打ち切りなどで、議長及び総代は議事運営に関する動議を提出することが

できます。ただし、議長は議長不信任動議を除いて議事運営上適切でないと自ら判断し、却下する

ことができます。あらかじめ通知した事項ではないため、書面による議決権は、議決に加われず欠

席扱いとなります。

②修正動議

議案の一部を修正することを求める動議で、動議を提出する場合には、 名以上の総代及び代理人

の賛同が必要です。修正動議を採決する場合は、書面による議決権は、原案に対して賛成のものは

修正動議に対して反対とみなし、原案に対して反対のものは棄権とみなします。

③緊急動議

総代会当日に、総代が議題の追加を求めるものです。定款の定める総代会の議決事項以外の事項で

あり、軽微かつ緊急を要するもので、動議を提出する場合には、 名の総代の賛同が必要です。あ

らかじめ通知した事項ではないため、書面または代理人は、議決に加われず欠席扱いとなります。

動議の取り扱いについては、総代会運営規約に基づく実施細則として「総代会における動議の取り扱

い細則」を設け、詳細に規定しました。

総代会運営－① 【第 回 臨時総代会の運営について】

〈第 回臨時総代会の運営について〉

総代会は、総代会運営規約に則り議長並びに議事運営委員会を中心に運営されていますが、総代会を民主

的かつ効果的にすすめ、意義あるものとするために、下記の内容についてご協力をお願いします。

第 回臨時総代会について

今回の総代会においては、生協法や定款、規約を遵守した上で、開催いたします。

議決への参加

総代は、組合員の代表として選挙で選ばれていますので、審議や議決に参加することが最大の任務で

す。

第 回臨時総代会議案書と一緒に「総代証（総代確認証）」を送付します。総代会当日参加の方は、

必ずご持参いただき、受付へ提出してください。

書面議決と委任状

あらかじめ通知のあった事項について、書面または代理人による議決権及び選挙権の行使ができます。

（定款第 条）

書面議決書

①書面による出席を希望される場合は第 回臨時総代会議案書に同封する書面議決書に、議案ごとの

「賛成」または「反対」を〇で囲み、総代本人の署名または記名・押印し、添付の封筒に入れて、住

所・氏名・総代番号を記入の上、封印してください。

②書面議決書の提出は、総代会の開催前（ 月 日 時）までにご提出ください。

③書面議決者は、議事運営に関する動議と緊急動議の採決には加わることができません。また、修正

動議の採決については棄権扱いとなります。

委任状

①代理人による出席の場合は、代理権を証する書面（委任状）を、代理人が総代会当日受付に提出す

ることとします。

②委任出席者は、緊急動議の採決に加わることはできません。

③代理人は、 人以上の総代を代理することはできません。

総代本人と委任状による出席者の区別ができるように、「総代証」「代理人証」を発行し、議決票とし

ます。

総代会の時間配分

限られた時間の中で効率よく進行するために、定刻に開会し、予定時間には終了できるように努めま

す。

あいさつ、議案提案、採決等の時間を短縮し、実質的な討議の時間を保障するように最大限努めま
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に対して提案を行うことです。動議は、必要事項を記載した文書で提出する必要があります。

動議は内容によって、以下の 種類に分類できます。

①議事運営に関する動議

議長の解任、休憩、審議打ち切りなどで、議長及び総代は議事運営に関する動議を提出することが

できます。ただし、議長は議長不信任動議を除いて議事運営上適切でないと自ら判断し、却下する

ことができます。あらかじめ通知した事項ではないため、書面による議決権は、議決に加われず欠

席扱いとなります。

②修正動議

議案の一部を修正することを求める動議で、動議を提出する場合には、 名以上の総代及び代理人

の賛同が必要です。修正動議を採決する場合は、書面による議決権は、原案に対して賛成のものは

修正動議に対して反対とみなし、原案に対して反対のものは棄権とみなします。

③緊急動議

総代会当日に、総代が議題の追加を求めるものです。定款の定める総代会の議決事項以外の事項で

あり、軽微かつ緊急を要するもので、動議を提出する場合には、 名の総代の賛同が必要です。あ

らかじめ通知した事項ではないため、書面または代理人は、議決に加われず欠席扱いとなります。

動議の取り扱いについては、総代会運営規約に基づく実施細則として「総代会における動議の取り扱

い細則」を設け、詳細に規定しました。

総代会運営－① 【第 回 臨時総代会の運営について】

〈第 回臨時総代会の運営について〉

総代会は、総代会運営規約に則り議長並びに議事運営委員会を中心に運営されていますが、総代会を民主

的かつ効果的にすすめ、意義あるものとするために、下記の内容についてご協力をお願いします。

第 回臨時総代会について

今回の総代会においては、生協法や定款、規約を遵守した上で、開催いたします。

議決への参加

総代は、組合員の代表として選挙で選ばれていますので、審議や議決に参加することが最大の任務で

す。

第 回臨時総代会議案書と一緒に「総代証（総代確認証）」を送付します。総代会当日参加の方は、

必ずご持参いただき、受付へ提出してください。

書面議決と委任状

あらかじめ通知のあった事項について、書面または代理人による議決権及び選挙権の行使ができます。

（定款第 条）

書面議決書

①書面による出席を希望される場合は第 回臨時総代会議案書に同封する書面議決書に、議案ごとの

「賛成」または「反対」を〇で囲み、総代本人の署名または記名・押印し、添付の封筒に入れて、住

所・氏名・総代番号を記入の上、封印してください。

②書面議決書の提出は、総代会の開催前（ 月 日 時）までにご提出ください。

③書面議決者は、議事運営に関する動議と緊急動議の採決には加わることができません。また、修正

動議の採決については棄権扱いとなります。

委任状

①代理人による出席の場合は、代理権を証する書面（委任状）を、代理人が総代会当日受付に提出す

ることとします。

②委任出席者は、緊急動議の採決に加わることはできません。

③代理人は、 人以上の総代を代理することはできません。

総代本人と委任状による出席者の区別ができるように、「総代証」「代理人証」を発行し、議決票とし

ます。

総代会の時間配分

限られた時間の中で効率よく進行するために、定刻に開会し、予定時間には終了できるように努めま

す。

あいさつ、議案提案、採決等の時間を短縮し、実質的な討議の時間を保障するように最大限努めま
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総代会運営規約
（目的、適用）
第1条　この規約は、定款第66条の規定に基づき総

代会の議事の方法を定め、もってその議事の円
滑な運営を図ることを目的とする。

　２　総代会の議事の運営については、法令および
定款に定めるところによるほか、この規約の定
めるところによる。

（資格審査）
第2条　総代が総代会に出席する場合には、この組

合の発行した総代会の招集通知を提示すること
を要する。ただし、総代本人であることが明ら
かである場合はこの限りでない。

　２　総代の代理人が総代会に出席する場合には、
定款第62条に定める代理権を証する書面として、
その総代が署名または記名押印した委任状を提
出することを要する。

　３　定款第62条第３項の規定により、総代が書面
により議決権を行使する場合には、議案に対す
る賛否を明示した書面に署名または記名押印し
たものを、総代会の開会までにこの組合に提出
するものとする。

（開会）
第3条　理事長または理事長の指名した理事は、出

席した総代が定款第57条に定める定足数に達し
たときには、出席状況を会場に報告し、開会を
宣言する。

　２　監事が招集した総代会においては、監事が開
会を宣言する。

（議長）
第4条　総代会は、すべての議事に先立って、出席

した総代の中から議長を選任する。
　２　議長は３名以内とし、議長団を構成するもの

とする。
　３　議長は総代会の秩序を維持し、議事を整理す

る。

（議事運営委員、資格審査委員、議事録署名人および書記）
第5条　議長は、議事の開始にあたって、議事運営

委員、資格審査委員及び総代会議事録に署名す
る総代２名の選任を総代会に諮るとともに、書
記２名を指名する。

（議事運営委員会）
第6条　総代会は、議事の円滑な進行を図るために

議事運営委員会をおく。
　２　議事運営委員会は、理事会で総代及び理事の

それぞれ若干名を推薦し、総代会（総会）で承
認を得るものとする。また、委員の互選により、
委員長を定める。

　３　議事運営委員会は議長を補佐し、議事の運営
に係る事項につき協議、提案を行う。

　４　議事運営委員会は、開催の都度、その議事の
経過と要領を議事録として簡潔にまとめる。

（資格審査委員会）
第7条　総代会は、出席者の資格に関する審査を行

うために資格審査委員会をおく。
　２　資格審査委員会は、総代会で選任した組合員

若干名をもって構成し、委員長を互選する。
　３　資格審査委員会は、出席者の資格に関する審

査の状況を点検し、議長の求めに応じてその結
果を報告する。

（議題の付議）
第8条　議長は、各議事に入るにあたり、当該議題

を付議することを議場に宣言する。
　２　議長は、複数の議題または議案を一括して付

議することができる。

（発言）
第9条　総代は、議長から発言の許可を得、所属、

氏名を告げてからでなければ発言することがで
きない。

　２　総代の発言は議事運営に関するものを除き、
付議された議案に関係あるものでなければなら
ない。

　３　総代の発言はすべて簡明にしなければならな
い。

　４　総代会の運営上必要があるときは、議長は総
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代の発言時間を制限することができる。
　５　議長は、必要があるときは、付議された議案

に関係する発言について事前に文書で通告する
よう求めることができる。

（質問に対する答弁）
第10条 総代は、その議決権の行使に必要な範囲内

において、議案について質問することができる。
　２　総代の質問に対する答弁は、すべて簡明にし

なければならない。
　３　総代の質問に対する答弁は、議案に関する質

問については理事長またはその指名した理事が、
監査に関する質問については監事が行う。ただ
し、以下の場合には、その理由を告げて質問に
対する答弁を拒むことができる。
（1）質問が総代会の議事日程及び議案に直接関

係がないと認められる場合。
（2）答弁により組合員の共同の利益を著しく害

する場合。
（3）調査を要するため、直ちに答弁することが

困難であると認められる場合。
（4）答弁により、この組合又は第三者の権利を

侵害することとなる場合。
（5）総代が実質的に同一の事項について繰り返

して説明を求める場合。
（6）その他正当な理由がある場合。

　４　理事または監事は、議長の許可を受けて職員
等の補助者に説明させることができる。

（発言制限違反に対する処置）
第11条　総代の発言が前条の規定に違反すると認

めたとき、または以下の各号に該当すると認め
たときは、議長は必要な注意を与え、またはそ
の発言を中止させることができる。
（1）発言が重複するとき
（2）他人を侮辱するなど総代会の品位を汚すと

き
（3）その他議事を妨害しまたは議場を混乱させ

るとき

（退場命令）
第12条　議長は、次の者に対して、会場からの退

去を命じることができる。
（1）総代またはその代理人として出席した者で

あって、その資格を有しないことが判明し
た者

（2）前条に定める議長の注意または発言中止命
令が再三行われたにもかかわらず、これに
従わない者

（3）審議に支障を生ずる恐れのある物の持込み、
示威行動その他不穏当な言動により総代会
の審議を妨害し、再三にわたる議長の注意、
制止にも従わない者

（議事運営に関する動議）
第13条　総代は、議事運営に関する動議を提出す

ることができる。
　２　議長は、前項の規定に基づき総代から動議が

提出された場合であっても、議事運営上適切で
ないと認められるときは、自らの判断によりこ
れを却下することができる。ただし、議長不信
任の動議についてはこの限りでない。

　３　議事運営に関する動議を採決する場合には、
書面による議決権を加えないものとする。

（修正動議）
第14条　総代が、付議された議案を修正する動議（以

下、修正動議という。）を提出する場合には、50
名の総代の賛同を要する。

　２　前項の要件を満たす修正動議の提出があった
場合には、議長はその動議について審議に付さ
なければならない。

　３　修正動議を採決する場合には、書面による議
決権のうち、原案に対して賛成のものは修正動
議に対して反対とみなし、原案に対して反対の
ものは棄権とみなす。

（緊急動議）
第15条　総代は、定款第 56条に基づき、定款の定

める総代会の議決事項以外の事項であって、軽
微かつ緊急を要するものについて、動議を提出
することができる。

　２　前項に定める動議（以下、緊急動議という。）
を提出するには、50名の総代の賛同を要する。

　３　緊急動議を採決する場合には、書面または代
理人による議決権を加えないものとする。
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総代会運営－②
議長と議事運営委員会の権限と役割

議長

①総代会の議事運営の最高責任者であり、総代会の秩序を維持し、議事を整理する任務を負っていま

す。総代会は多数の総代が参加する会議体ですから、その運営には一定の秩序が必要です。そのため、

議長には会議における「秩序維持権」と「議事整理権」が与えられています（総代会運営規約第 条）。

理事会も総代も職員も、すべて議長の権限の下、その指示に従わなければなりません。

②議長は出席した総代の中から選出し、 名以内で議長団を構成します。

③総代会運営規約の実施細則として「総代会における議長についての細則」を設け、議長の任務およ

び権限と責任、議長の選任方法を規定しています。

議事運営委員会

①議長の議事運営を補佐する会議体であり、議長の諮問に応じて議事運営に関わる事項等を審議し、

議長の円滑な進行を図ります。

②委員は、総代から若干名と理事から若干名を理事会が推薦し、総代会で承認します。

議事録

議事録の記載内容は、生協法施行規則では「①開催の日時及び場所、②議事の経過の要領と結果、③

監事や会計監査人の意見陳述や発言の概要、④総代会に出席した理事・監事の氏名、⑤総代会の議長

の氏名」を記載することが定められています。その他、法令で①総数及び出席総代の数、②選任された

役員の氏名などの記載を規定しています。議事録は、これらを簡潔にまとめたものとします。

作成された議事録には、法令に定める事項として生協法施行規則第 条第 項第 号による議事録

を作成した理事（代理理事）、定款第 条による議長および総代会で総代より選任された 名の議事

録署名人が、署名または記名押印します。

１０．その他

万一、総代会開催中に地震、火災、その他会場内の事故の発生など不測の事態発生により、議事進行が

困難になった場合には、後日、延会または継続会を開催します。

※延会とは、総代会の成立後、議事に入らずに会日を後日に変更すること。

※継続会とは、議事に入ったあと、審議未了のまま総代会を一時中止し後日に継続すること。
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総代会運 営規 約
（目的、適用）
第1条　この規約は、定款第66条の規定に基づき総

代会の議事の方法を定め、もってその議事の円
滑な運営を図ることを目的とする。

　２　総代会の議事の運営については、法令および
定款に定めるところによるほか、この規約の定
めるところによる。

（資格審査）
第2条　総代が総代会に出席する場合には、この組

合の発行した総代会の招集通知を提示すること
を要する。ただし、総代本人であることが明ら
かである場合はこの限りでない。

　２　総代の代理人が総代会に出席する場合には、
定款第62条に定める代理権を証する書面として、
その総代が署名または記名押印した委任状を提
出することを要する。

　３　定款第62条第３項の規定により、総代が書面
により議決権を行使する場合には、議案に対す
る賛否を明示した書面に署名または記名押印し
たものを、総代会の開会までにこの組合に提出
するものとする。

（開会）
第3条　理事長または理事長の指名した理事は、出

席した総代が定款第57条に定める定足数に達し
たときには、出席状況を会場に報告し、開会を
宣言する。

　２　監事が招集した総代会においては、監事が開
会を宣言する。

（議長）
第4条　総代会は、すべての議事に先立って、出席

した総代の中から議長を選任する。
　２　議長は３名以内とし、議長団を構成するもの

とする。
　３　議長は総代会の秩序を維持し、議事を整理す

る。

（議事運営委員、資格審査委員、議事録署名人および書記）
第5条　議長は、議事の開始にあたって、議事運営

委員、資格審査委員及び総代会議事録に署名す
る総代２名の選任を総代会に諮るとともに、書
記２名を指名する。

（議事運営委員会）
第6条　総代会は、議事の円滑な進行を図るために

議事運営委員会をおく。
　２　議事運営委員会は、理事会で総代及び理事の

それぞれ若干名を推薦し、総代会（総会）で承
認を得るものとする。また、委員の互選により、
委員長を定める。

　３　議事運営委員会は議長を補佐し、議事の運営
に係る事項につき協議、提案を行う。

　４　議事運営委員会は、開催の都度、その議事の
経過と要領を議事録として簡潔にまとめる。

（資格審査委員会）
第7条　総代会は、出席者の資格に関する審査を行

うために資格審査委員会をおく。
　２　資格審査委員会は、総代会で選任した組合員

若干名をもって構成し、委員長を互選する。
　３　資格審査委員会は、出席者の資格に関する審

査の状況を点検し、議長の求めに応じてその結
果を報告する。

（議題の付議）
第8条　議長は、各議事に入るにあたり、当該議題

を付議することを議場に宣言する。
　２　議長は、複数の議題または議案を一括して付

議することができる。

（発言）
第9条　総代は、議長から発言の許可を得、所属、

氏名を告げてからでなければ発言することがで
きない。

　２　総代の発言は議事運営に関するものを除き、
付議された議案に関係あるものでなければなら
ない。

　３　総代の発言はすべて簡明にしなければならな
い。

　４　総代会の運営上必要があるときは、議長は総
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代の発言時間を制限することができる。
　５　議長は、必要があるときは、付議された議案

に関係する発言について事前に文書で通告する
よう求めることができる。

（質問に対する答弁）
第10条 総代は、その議決権の行使に必要な範囲内

において、議案について質問することができる。
　２　総代の質問に対する答弁は、すべて簡明にし

なければならない。
　３　総代の質問に対する答弁は、議案に関する質

問については理事長またはその指名した理事が、
監査に関する質問については監事が行う。ただ
し、以下の場合には、その理由を告げて質問に
対する答弁を拒むことができる。
（1）質問が総代会の議事日程及び議案に直接関

係がないと認められる場合。
（2）答弁により組合員の共同の利益を著しく害

する場合。
（3）調査を要するため、直ちに答弁することが

困難であると認められる場合。
（4）答弁により、この組合又は第三者の権利を

侵害することとなる場合。
（5）総代が実質的に同一の事項について繰り返

して説明を求める場合。
（6）その他正当な理由がある場合。

　４　理事または監事は、議長の許可を受けて職員
等の補助者に説明させることができる。

（発言制限違反に対する処置）
第11条　総代の発言が前条の規定に違反すると認

めたとき、または以下の各号に該当すると認め
たときは、議長は必要な注意を与え、またはそ
の発言を中止させることができる。
（1）発言が重複するとき
（2）他人を侮辱するなど総代会の品位を汚すと

き
（3）その他議事を妨害しまたは議場を混乱させ

るとき

（退場命令）
第12条　議長は、次の者に対して、会場からの退

去を命じることができる。
（1）総代またはその代理人として出席した者で

あって、その資格を有しないことが判明し
た者

（2）前条に定める議長の注意または発言中止命
令が再三行われたにもかかわらず、これに
従わない者

（3）審議に支障を生ずる恐れのある物の持込み、
示威行動その他不穏当な言動により総代会
の審議を妨害し、再三にわたる議長の注意、
制止にも従わない者

（議事運営に関する動議）
第13条　総代は、議事運営に関する動議を提出す

ることができる。
　２　議長は、前項の規定に基づき総代から動議が

提出された場合であっても、議事運営上適切で
ないと認められるときは、自らの判断によりこ
れを却下することができる。ただし、議長不信
任の動議についてはこの限りでない。

　３　議事運営に関する動議を採決する場合には、
書面による議決権を加えないものとする。

（修正動議）
第14条　総代が、付議された議案を修正する動議（以

下、修正動議という。）を提出する場合には、50
名の総代の賛同を要する。

　２　前項の要件を満たす修正動議の提出があった
場合には、議長はその動議について審議に付さ
なければならない。

　３　修正動議を採決する場合には、書面による議
決権のうち、原案に対して賛成のものは修正動
議に対して反対とみなし、原案に対して反対の
ものは棄権とみなす。

（緊急動議）
第15条　総代は、定款第 56条に基づき、定款の定

める総代会の議決事項以外の事項であって、軽
微かつ緊急を要するものについて、動議を提出
することができる。

　２　前項に定める動議（以下、緊急動議という。）
を提出するには、50名の総代の賛同を要する。

　３　緊急動議を採決する場合には、書面または代
理人による議決権を加えないものとする。
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総代会運営－②
議長と議事運営委員会の権限と役割

議長

①総代会の議事運営の最高責任者であり、総代会の秩序を維持し、議事を整理する任務を負っていま

す。総代会は多数の総代が参加する会議体ですから、その運営には一定の秩序が必要です。そのため、

議長には会議における「秩序維持権」と「議事整理権」が与えられています（総代会運営規約第 条）。

理事会も総代も職員も、すべて議長の権限の下、その指示に従わなければなりません。

②議長は出席した総代の中から選出し、 名以内で議長団を構成します。

③総代会運営規約の実施細則として「総代会における議長についての細則」を設け、議長の任務およ

び権限と責任、議長の選任方法を規定しています。

議事運営委員会

①議長の議事運営を補佐する会議体であり、議長の諮問に応じて議事運営に関わる事項等を審議し、

議長の円滑な進行を図ります。

②委員は、総代から若干名と理事から若干名を理事会が推薦し、総代会で承認します。

議事録

議事録の記載内容は、生協法施行規則では「①開催の日時及び場所、②議事の経過の要領と結果、③

監事や会計監査人の意見陳述や発言の概要、④総代会に出席した理事・監事の氏名、⑤総代会の議長

の氏名」を記載することが定められています。その他、法令で①総数及び出席総代の数、②選任された

役員の氏名などの記載を規定しています。議事録は、これらを簡潔にまとめたものとします。

作成された議事録には、法令に定める事項として生協法施行規則第 条第 項第 号による議事録

を作成した理事（代理理事）、定款第 条による議長および総代会で総代より選任された 名の議事

録署名人が、署名または記名押印します。

１０．その他

万一、総代会開催中に地震、火災、その他会場内の事故の発生など不測の事態発生により、議事進行が

困難になった場合には、後日、延会または継続会を開催します。

※延会とは、総代会の成立後、議事に入らずに会日を後日に変更すること。

※継続会とは、議事に入ったあと、審議未了のまま総代会を一時中止し後日に継続すること。
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総代 会運 営規約
（目的、適用）
第1条　この規約は、定款第66条の規定に基づき総

代会の議事の方法を定め、もってその議事の円
滑な運営を図ることを目的とする。

　２　総代会の議事の運営については、法令および
定款に定めるところによるほか、この規約の定
めるところによる。

（資格審査）
第2条　総代が総代会に出席する場合には、この組

合の発行した総代会の招集通知を提示すること
を要する。ただし、総代本人であることが明ら
かである場合はこの限りでない。

　２　総代の代理人が総代会に出席する場合には、
定款第62条に定める代理権を証する書面として、
その総代が署名または記名押印した委任状を提
出することを要する。

　３　定款第62条第３項の規定により、総代が書面
により議決権を行使する場合には、議案に対す
る賛否を明示した書面に署名または記名押印し
たものを、総代会の開会までにこの組合に提出
するものとする。

（開会）
第3条　理事長または理事長の指名した理事は、出

席した総代が定款第57条に定める定足数に達し
たときには、出席状況を会場に報告し、開会を
宣言する。

　２　監事が招集した総代会においては、監事が開
会を宣言する。

（議長）
第4条　総代会は、すべての議事に先立って、出席

した総代の中から議長を選任する。
　２　議長は３名以内とし、議長団を構成するもの

とする。
　３　議長は総代会の秩序を維持し、議事を整理す

る。

（議事運営委員、資格審査委員、議事録署名人および書記）
第5条　議長は、議事の開始にあたって、議事運営

委員、資格審査委員及び総代会議事録に署名す
る総代２名の選任を総代会に諮るとともに、書
記２名を指名する。

（議事運営委員会）
第6条　総代会は、議事の円滑な進行を図るために

議事運営委員会をおく。
　２　議事運営委員会は、理事会で総代及び理事の

それぞれ若干名を推薦し、総代会（総会）で承
認を得るものとする。また、委員の互選により、
委員長を定める。

　３　議事運営委員会は議長を補佐し、議事の運営
に係る事項につき協議、提案を行う。

　４　議事運営委員会は、開催の都度、その議事の
経過と要領を議事録として簡潔にまとめる。

（資格審査委員会）
第7条　総代会は、出席者の資格に関する審査を行

うために資格審査委員会をおく。
　２　資格審査委員会は、総代会で選任した組合員

若干名をもって構成し、委員長を互選する。
　３　資格審査委員会は、出席者の資格に関する審

査の状況を点検し、議長の求めに応じてその結
果を報告する。

（議題の付議）
第8条　議長は、各議事に入るにあたり、当該議題

を付議することを議場に宣言する。
　２　議長は、複数の議題または議案を一括して付

議することができる。

（発言）
第9条　総代は、議長から発言の許可を得、所属、

氏名を告げてからでなければ発言することがで
きない。

　２　総代の発言は議事運営に関するものを除き、
付議された議案に関係あるものでなければなら
ない。

　３　総代の発言はすべて簡明にしなければならな
い。

　４　総代会の運営上必要があるときは、議長は総
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代の発言時間を制限することができる。
　５　議長は、必要があるときは、付議された議案

に関係する発言について事前に文書で通告する
よう求めることができる。

（質問に対する答弁）
第10条　総代は、その議決権の行使に必要な範囲内

において、議案について質問することができる。
　２　総代の質問に対する答弁は、すべて簡明にし

なければならない。
　３　総代の質問に対する答弁は、議案に関する質

問については理事長またはその指名した理事が、
監査に関する質問については監事が行う。ただ
し、以下の場合には、その理由を告げて質問に
対する答弁を拒むことができる。
（1）質問が総代会の議事日程及び議案に直接関

係がないと認められる場合。
（2）答弁により組合員の共同の利益を著しく害

する場合。
（3）調査を要するため、直ちに答弁することが

困難であると認められる場合。
（4）答弁により、この組合又は第三者の権利を

侵害することとなる場合。
（5）総代が実質的に同一の事項について繰り返

して説明を求める場合。
（6）その他正当な理由がある場合。

　４　理事または監事は、議長の許可を受けて職員
等の補助者に説明させることができる。

（発言制限違反に対する処置）
第11条　総代の発言が前条の規定に違反すると認

めたとき、または以下の各号に該当すると認め
たときは、議長は必要な注意を与え、またはそ
の発言を中止させることができる。
（1）発言が重複するとき
（2）他人を侮辱するなど総代会の品位を汚すと

き
（3）その他議事を妨害しまたは議場を混乱させ

るとき

（退場命令）
第12条　議長は、次の者に対して、会場からの退

去を命じることができる。
（1）総代またはその代理人として出席した者で

あって、その資格を有しないことが判明し
た者

（2）前条に定める議長の注意または発言中止命
令が再三行われたにもかかわらず、これに
従わない者

（3）審議に支障を生ずる恐れのある物の持込み、
示威行動その他不穏当な言動により総代会
の審議を妨害し、再三にわたる議長の注意、
制止にも従わない者

（議事運営に関する動議）
第13条　総代は、議事運営に関する動議を提出す

ることができる。
　２　議長は、前項の規定に基づき総代から動議が

提出された場合であっても、議事運営上適切で
ないと認められるときは、自らの判断によりこ
れを却下することができる。ただし、議長不信
任の動議についてはこの限りでない。

　３　議事運営に関する動議を採決する場合には、
書面による議決権を加えないものとする。

（修正動議）
第14条　総代が、付議された議案を修正する動議（以

下、修正動議という。）を提出する場合には、50
名の総代の賛同を要する。

　２　前項の要件を満たす修正動議の提出があった
場合には、議長はその動議について審議に付さ
なければならない。

　３　修正動議を採決する場合には、書面による議
決権のうち、原案に対して賛成のものは修正動
議に対して反対とみなし、原案に対して反対の
ものは棄権とみなす。

（緊急動議）
第15条　総代は、定款第56条に基づき、定款の定

める総代会の議決事項以外の事項であって、軽
微かつ緊急を要するものについて、動議を提出
することができる。

　２　前項に定める動議（以下、緊急動議という。）
を提出するには、50名の総代の賛同を要する。

　３　緊急動議を採決する場合には、書面または代
理人による議決権を加えないものとする。
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総代会運営－②
（休憩）
第16条　議事の進行上必要と認めるときは、議長

は休憩を宣言することができる。

（審議の打切り）
第17条　議長は、質問または意見を述べようとす

る総代がある場合でも、議題について質疑およ
び討論がつくされたと認められるときは、審議
を打ち切り採決することができる。

　２　付議された議案につき、質疑または討論が続
出して容易に終結しないときは、総代は、審議
を打ち切り直ちに採決に付すべき旨の動議を提
出することができる。

（採決の方法・手続）
第18条　議長は、採決にあたって議場の閉鎖を宣告

し、総代会の成立の状況を確認するものとする。
　２　採決は、挙手、起立、投票のいずれかの方法

によるものとし、そのつど議長がこれを定める。
　３　議案の採決は各議案ごとに行わなければなら

ない。ただし、一括して審議した議案について、
一括して採決することを妨げない。

　４　採決は、修正動議、原案の順に、かつ、修正
動議が複数ある場合にはその趣旨が最も原案と
異なるものから順に行うものとする。

　５　棄権票は出席総代の議決権数に算入する。表
示された議決権行使の意思内容が不明である場
合も同様とする。

（採択結果の宣言）
第19条　議長は、採決の結果を宣言しなければな

らない。この場合、議長はその議題の議決に必
要な賛成数を充足していること、または充足し
ていないことを宣言する。

（一事不再議）
第20条　既に否決され、または撤回された議案およ

び動議は、特段の状況の変化がない限り、同一
の総代会において再び提出することができない。

（特別委員会）
第21条　総代会で特に必要と認めたときは、特別

委員会を設けて議案その他の事項を付託し、協
議させることができる。

　２　特別委員会の委員はそのつど総代会で選任し、
委員長を互選する。

　３　特別委員会は、議長の求めに応じて、付託さ
れた事項に関する協議の経過および結果を総代
会に報告しなければならない。

（閉会宣言）
第22条　議長は、議事日程において予定した議案の
すべての審議を終了したとき、または第23条に
基づく打切り、延期もしくは続行の決議があった
ときは、直ちに閉会を宣言しなければならない。

（総代会の打ち切り、延期および続行）
第23条　総代会は、総代会の議決により打ち切り、

延期し、または続行することができる。

（途中退席）
第24条　出席した総代が総代会の閉会前に退席す

る場合には、議長への届け出を要する。
　２　前項に基づき退席する総代が書面議決書を提

出した場合は、第２条第３項の規定にかかわら
ず、これを有効と取り扱う。

（傍聴）
第25条　組合員は、議長の許可を得て総代会を傍

聴することができる。
　２　前項の規定に基づいて総代会を傍聴する組合

員は、議事運営に支障を生じない範囲で、議長
の許可を得て発言することができる。

（実施細則）
第26条　法令、定款およびこの規約以外の事項で

必要な事項は、そのつど理事会で定める。

（改廃）
第27条　この規約の改廃は総代会の議決を要する。

附則
１．1993年３月 21日からの施行の総代会運営規約
及び1999年６月８日からの施行の総代会運営規
約は廃棄する。

２．この規約は、2001年３月 19日より施行する。
３．この規約は、2008年６月６日より施行する。
４．この規約は、2019年６月 12日より施行する。
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総代会における動議の取り扱い細則
１．目的
　この細則は、総代会運営規約第１３条、第１４条、第１５条により、動議の考え方及びその取り扱いにつ
いて定め、総代会の運営を担う議長、議事運営委員及び総代の共通の認識とし、総代会の円滑な進行を目的
とする。

２．定義
　動議とは「会議体において、その構成員から発議される事項」をいう。よって動議を提出できるのは総代
会に出席している総代またはその代理人に限る。なお、動議は次の３つに分類する。

（１）議事運営上の動議　
議事日程変更、休憩、審議打ち切り、議長不信任など、議事運営に関する動議。

（２）修正動議
　議案の一部を修正することを求める動議。事前に通知した総代会の議題に付随するものであり、修正
を加える内容は議題から予見しうる範囲に限る。

　　なお、修正動議は以下の３つに区分する。
　　　①議案の一部変更を求める動議
　　　②議案に一部追加を求める動議
　　　③議案の一部削除を求める動議

（３）緊急動議
　総代会議題以外で、総代（代理人は不可）が議題の追加を求める動議。ただし、軽微かつ緊急を要す
るものに限る。

３．受付、取扱い
１）提出された動議の取り扱い
　動議の発議は自署で市町村名と氏名を記入の上、動議の種類、動議の内容と理由を明確にした文書と
する。なお、総代会の円滑な運営を考慮して、以下の場合は動議を却下する。
①指定された受付時間を守らず提出された場合
②開会宣言後まもないのに休憩を求めたり、特段の理由がないのに議長の交代を求めるなど、客観的状
況から合理的理由がないことが明白な場合

③一度否決された動議と同様の内容の提案をするなど、一事不再議の原則に違反する場合
④動議を濫発して総代会の正常な進行を著しく阻害し、あるいは他の多数の総代の権利行使を阻害する
など権利の濫用の場合

⑤動議が法、定款の定めに違反し、あるいは公序良俗に違反する場合

２）各動議の受付、取り扱い
（１）議事運営上の動議
①この動議の受付は、総代会の開会宣言後、審議打ち切りまでとする。
②議長不信任以外の動議は、議長の議事整理権に属する事項であり、議場に諮ることは差し支えないが、
基本的に採用、却下は議長の裁量とする。
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総 代会 運営規約
（目的、適用）
第1条　この規約は、定款第66条の規定に基づき総

代会の議事の方法を定め、もってその議事の円
滑な運営を図ることを目的とする。

　２　総代会の議事の運営については、法令および
定款に定めるところによるほか、この規約の定
めるところによる。

（資格審査）
第2条　総代が総代会に出席する場合には、この組

合の発行した総代会の招集通知を提示すること
を要する。ただし、総代本人であることが明ら
かである場合はこの限りでない。

　２　総代の代理人が総代会に出席する場合には、
定款第62条に定める代理権を証する書面として、
その総代が署名または記名押印した委任状を提
出することを要する。

　３　定款第62条第３項の規定により、総代が書面
により議決権を行使する場合には、議案に対す
る賛否を明示した書面に署名または記名押印し
たものを、総代会の開会までにこの組合に提出
するものとする。

（開会）
第3条　理事長または理事長の指名した理事は、出

席した総代が定款第57条に定める定足数に達し
たときには、出席状況を会場に報告し、開会を
宣言する。

　２　監事が招集した総代会においては、監事が開
会を宣言する。

（議長）
第4条　総代会は、すべての議事に先立って、出席

した総代の中から議長を選任する。
　２　議長は３名以内とし、議長団を構成するもの

とする。
　３　議長は総代会の秩序を維持し、議事を整理す

る。

（議事運営委員、資格審査委員、議事録署名人および書記）
第5条　議長は、議事の開始にあたって、議事運営

委員、資格審査委員及び総代会議事録に署名す
る総代２名の選任を総代会に諮るとともに、書
記２名を指名する。

（議事運営委員会）
第6条　総代会は、議事の円滑な進行を図るために

議事運営委員会をおく。
　２　議事運営委員会は、理事会で総代及び理事の

それぞれ若干名を推薦し、総代会（総会）で承
認を得るものとする。また、委員の互選により、
委員長を定める。

　３　議事運営委員会は議長を補佐し、議事の運営
に係る事項につき協議、提案を行う。

　４　議事運営委員会は、開催の都度、その議事の
経過と要領を議事録として簡潔にまとめる。

（資格審査委員会）
第7条　総代会は、出席者の資格に関する審査を行

うために資格審査委員会をおく。
　２　資格審査委員会は、総代会で選任した組合員

若干名をもって構成し、委員長を互選する。
　３　資格審査委員会は、出席者の資格に関する審

査の状況を点検し、議長の求めに応じてその結
果を報告する。

（議題の付議）
第8条　議長は、各議事に入るにあたり、当該議題

を付議することを議場に宣言する。
　２　議長は、複数の議題または議案を一括して付

議することができる。

（発言）
第9条　総代は、議長から発言の許可を得、所属、

氏名を告げてからでなければ発言することがで
きない。

　２　総代の発言は議事運営に関するものを除き、
付議された議案に関係あるものでなければなら
ない。

　３　総代の発言はすべて簡明にしなければならな
い。

　４　総代会の運営上必要があるときは、議長は総
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代の発言時間を制限することができる。
　５　議長は、必要があるときは、付議された議案

に関係する発言について事前に文書で通告する
よう求めることができる。

（質問に対する答弁）
第10条　総代は、その議決権の行使に必要な範囲内

において、議案について質問することができる。
　２　総代の質問に対する答弁は、すべて簡明にし

なければならない。
　３　総代の質問に対する答弁は、議案に関する質

問については理事長またはその指名した理事が、
監査に関する質問については監事が行う。ただ
し、以下の場合には、その理由を告げて質問に
対する答弁を拒むことができる。
（1）質問が総代会の議事日程及び議案に直接関

係がないと認められる場合。
（2）答弁により組合員の共同の利益を著しく害

する場合。
（3）調査を要するため、直ちに答弁することが

困難であると認められる場合。
（4）答弁により、この組合又は第三者の権利を

侵害することとなる場合。
（5）総代が実質的に同一の事項について繰り返

して説明を求める場合。
（6）その他正当な理由がある場合。

　４　理事または監事は、議長の許可を受けて職員
等の補助者に説明させることができる。

（発言制限違反に対する処置）
第11条　総代の発言が前条の規定に違反すると認

めたとき、または以下の各号に該当すると認め
たときは、議長は必要な注意を与え、またはそ
の発言を中止させることができる。
（1）発言が重複するとき
（2）他人を侮辱するなど総代会の品位を汚すと

き
（3）その他議事を妨害しまたは議場を混乱させ

るとき

（退場命令）
第12条　議長は、次の者に対して、会場からの退

去を命じることができる。
（1）総代またはその代理人として出席した者で

あって、その資格を有しないことが判明し
た者

（2）前条に定める議長の注意または発言中止命
令が再三行われたにもかかわらず、これに
従わない者

（3）審議に支障を生ずる恐れのある物の持込み、
示威行動その他不穏当な言動により総代会
の審議を妨害し、再三にわたる議長の注意、
制止にも従わない者

（議事運営に関する動議）
第13条　総代は、議事運営に関する動議を提出す

ることができる。
　２　議長は、前項の規定に基づき総代から動議が

提出された場合であっても、議事運営上適切で
ないと認められるときは、自らの判断によりこ
れを却下することができる。ただし、議長不信
任の動議についてはこの限りでない。

　３　議事運営に関する動議を採決する場合には、
書面による議決権を加えないものとする。

（修正動議）
第14条　総代が、付議された議案を修正する動議（以

下、修正動議という。）を提出する場合には、50
名の総代の賛同を要する。

　２　前項の要件を満たす修正動議の提出があった
場合には、議長はその動議について審議に付さ
なければならない。

　３　修正動議を採決する場合には、書面による議
決権のうち、原案に対して賛成のものは修正動
議に対して反対とみなし、原案に対して反対の
ものは棄権とみなす。

（緊急動議）
第15条　総代は、定款第56条に基づき、定款の定

める総代会の議決事項以外の事項であって、軽
微かつ緊急を要するものについて、動議を提出
することができる。

　２　前項に定める動議（以下、緊急動議という。）
を提出するには、50名の総代の賛同を要する。

　３　緊急動議を採決する場合には、書面または代
理人による議決権を加えないものとする。
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（休憩）
第16条　議事の進行上必要と認めるときは、議長

は休憩を宣言することができる。

（審議の打切り）
第17条　議長は、質問または意見を述べようとす

る総代がある場合でも、議題について質疑およ
び討論がつくされたと認められるときは、審議
を打ち切り採決することができる。

　２　付議された議案につき、質疑または討論が続
出して容易に終結しないときは、総代は、審議
を打ち切り直ちに採決に付すべき旨の動議を提
出することができる。

（採決の方法・手続）
第18条　議長は、採決にあたって議場の閉鎖を宣告

し、総代会の成立の状況を確認するものとする。
　２　採決は、挙手、起立、投票のいずれかの方法

によるものとし、そのつど議長がこれを定める。
　３　議案の採決は各議案ごとに行わなければなら

ない。ただし、一括して審議した議案について、
一括して採決することを妨げない。

　４　採決は、修正動議、原案の順に、かつ、修正
動議が複数ある場合にはその趣旨が最も原案と
異なるものから順に行うものとする。

　５　棄権票は出席総代の議決権数に算入する。表
示された議決権行使の意思内容が不明である場
合も同様とする。

（採択結果の宣言）
第19条　議長は、採決の結果を宣言しなければな

らない。この場合、議長はその議題の議決に必
要な賛成数を充足していること、または充足し
ていないことを宣言する。

（一事不再議）
第20条　既に否決され、または撤回された議案およ

び動議は、特段の状況の変化がない限り、同一
の総代会において再び提出することができない。

（特別委員会）
第21条　総代会で特に必要と認めたときは、特別

委員会を設けて議案その他の事項を付託し、協
議させることができる。

　２　特別委員会の委員はそのつど総代会で選任し、
委員長を互選する。

　３　特別委員会は、議長の求めに応じて、付託さ
れた事項に関する協議の経過および結果を総代
会に報告しなければならない。

（閉会宣言）
第22条　議長は、議事日程において予定した議案の
すべての審議を終了したとき、または第23条に
基づく打切り、延期もしくは続行の決議があった
ときは、直ちに閉会を宣言しなければならない。

（総代会の打ち切り、延期および続行）
第23条　総代会は、総代会の議決により打ち切り、

延期し、または続行することができる。

（途中退席）
第24条　出席した総代が総代会の閉会前に退席す

る場合には、議長への届け出を要する。
　２　前項に基づき退席する総代が書面議決書を提

出した場合は、第２条第３項の規定にかかわら
ず、これを有効と取り扱う。

（傍聴）
第25条　組合員は、議長の許可を得て総代会を傍

聴することができる。
　２　前項の規定に基づいて総代会を傍聴する組合

員は、議事運営に支障を生じない範囲で、議長
の許可を得て発言することができる。

（実施細則）
第26条　法令、定款およびこの規約以外の事項で

必要な事項は、そのつど理事会で定める。

（改廃）
第27条　この規約の改廃は総代会の議決を要する。

附則
１．1993年３月 21日からの施行の総代会運営規約
及び1999年６月８日からの施行の総代会運営規
約は廃棄する。

２．この規約は、2001年３月 19日より施行する。
３．この規約は、2008年６月６日より施行する。
４．この規約は、2019年６月 12日より施行する。
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総代会における動議の取り扱い細則
１．目的
　この細則は、総代会運営規約第１３条、第１４条、第１５条により、動議の考え方及びその取り扱いにつ
いて定め、総代会の運営を担う議長、議事運営委員及び総代の共通の認識とし、総代会の円滑な進行を目的
とする。

２．定義
　動議とは「会議体において、その構成員から発議される事項」をいう。よって動議を提出できるのは総代
会に出席している総代またはその代理人に限る。なお、動議は次の３つに分類する。

（１）議事運営上の動議　
議事日程変更、休憩、審議打ち切り、議長不信任など、議事運営に関する動議。

（２）修正動議
　議案の一部を修正することを求める動議。事前に通知した総代会の議題に付随するものであり、修正
を加える内容は議題から予見しうる範囲に限る。

　　なお、修正動議は以下の３つに区分する。
　　　①議案の一部変更を求める動議
　　　②議案に一部追加を求める動議
　　　③議案の一部削除を求める動議

（３）緊急動議
　総代会議題以外で、総代（代理人は不可）が議題の追加を求める動議。ただし、軽微かつ緊急を要す
るものに限る。

３．受付、取扱い
１）提出された動議の取り扱い
　動議の発議は自署で市町村名と氏名を記入の上、動議の種類、動議の内容と理由を明確にした文書と
する。なお、総代会の円滑な運営を考慮して、以下の場合は動議を却下する。
①指定された受付時間を守らず提出された場合
②開会宣言後まもないのに休憩を求めたり、特段の理由がないのに議長の交代を求めるなど、客観的状
況から合理的理由がないことが明白な場合

③一度否決された動議と同様の内容の提案をするなど、一事不再議の原則に違反する場合
④動議を濫発して総代会の正常な進行を著しく阻害し、あるいは他の多数の総代の権利行使を阻害する
など権利の濫用の場合

⑤動議が法、定款の定めに違反し、あるいは公序良俗に違反する場合

２）各動議の受付、取り扱い
（１）議事運営上の動議
①この動議の受付は、総代会の開会宣言後、審議打ち切りまでとする。
②議長不信任以外の動議は、議長の議事整理権に属する事項であり、議場に諮ることは差し支えないが、
基本的に採用、却下は議長の裁量とする。
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総代会運営規約
（目的、適用）
第1条　この規約は、定款第66条の規定に基づき総

代会の議事の方法を定め、もってその議事の円
滑な運営を図ることを目的とする。

　２　総代会の議事の運営については、法令および
定款に定めるところによるほか、この規約の定
めるところによる。

（資格審査）
第2条　総代が総代会に出席する場合には、この組

合の発行した総代会の招集通知を提示すること
を要する。ただし、総代本人であることが明ら
かである場合はこの限りでない。

　２　総代の代理人が総代会に出席する場合には、
定款第62条に定める代理権を証する書面として、
その総代が署名または記名押印した委任状を提
出することを要する。

　３　定款第62条第３項の規定により、総代が書面
により議決権を行使する場合には、議案に対す
る賛否を明示した書面に署名または記名押印し
たものを、総代会の開会までにこの組合に提出
するものとする。

（開会）
第3条　理事長または理事長の指名した理事は、出

席した総代が定款第57条に定める定足数に達し
たときには、出席状況を会場に報告し、開会を
宣言する。

　２　監事が招集した総代会においては、監事が開
会を宣言する。

（議長）
第4条　総代会は、すべての議事に先立って、出席

した総代の中から議長を選任する。
　２　議長は３名以内とし、議長団を構成するもの

とする。
　３　議長は総代会の秩序を維持し、議事を整理す

る。

（議事運営委員、資格審査委員、議事録署名人および書記）
第5条　議長は、議事の開始にあたって、議事運営

委員、資格審査委員及び総代会議事録に署名す
る総代２名の選任を総代会に諮るとともに、書
記２名を指名する。

（議事運営委員会）
第6条　総代会は、議事の円滑な進行を図るために

議事運営委員会をおく。
　２　議事運営委員会は、理事会で総代及び理事の

それぞれ若干名を推薦し、総代会（総会）で承
認を得るものとする。また、委員の互選により、
委員長を定める。

　３　議事運営委員会は議長を補佐し、議事の運営
に係る事項につき協議、提案を行う。

　４　議事運営委員会は、開催の都度、その議事の
経過と要領を議事録として簡潔にまとめる。

（資格審査委員会）
第7条　総代会は、出席者の資格に関する審査を行

うために資格審査委員会をおく。
　２　資格審査委員会は、総代会で選任した組合員

若干名をもって構成し、委員長を互選する。
　３　資格審査委員会は、出席者の資格に関する審

査の状況を点検し、議長の求めに応じてその結
果を報告する。

（議題の付議）
第8条　議長は、各議事に入るにあたり、当該議題

を付議することを議場に宣言する。
　２　議長は、複数の議題または議案を一括して付

議することができる。

（発言）
第9条　総代は、議長から発言の許可を得、所属、

氏名を告げてからでなければ発言することがで
きない。

　２　総代の発言は議事運営に関するものを除き、
付議された議案に関係あるものでなければなら
ない。

　３　総代の発言はすべて簡明にしなければならな
い。

　４　総代会の運営上必要があるときは、議長は総
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代の発言時間を制限することができる。
　５　議長は、必要があるときは、付議された議案

に関係する発言について事前に文書で通告する
よう求めることができる。

（質問に対する答弁）
第10条　総代は、その議決権の行使に必要な範囲内

において、議案について質問することができる。
　２　総代の質問に対する答弁は、すべて簡明にし

なければならない。
　３　総代の質問に対する答弁は、議案に関する質

問については理事長またはその指名した理事が、
監査に関する質問については監事が行う。ただ
し、以下の場合には、その理由を告げて質問に
対する答弁を拒むことができる。
（1）質問が総代会の議事日程及び議案に直接関

係がないと認められる場合。
（2）答弁により組合員の共同の利益を著しく害

する場合。
（3）調査を要するため、直ちに答弁することが

困難であると認められる場合。
（4）答弁により、この組合又は第三者の権利を

侵害することとなる場合。
（5）総代が実質的に同一の事項について繰り返

して説明を求める場合。
（6）その他正当な理由がある場合。

　４　理事または監事は、議長の許可を受けて職員
等の補助者に説明させることができる。

（発言制限違反に対する処置）
第11条　総代の発言が前条の規定に違反すると認

めたとき、または以下の各号に該当すると認め
たときは、議長は必要な注意を与え、またはそ
の発言を中止させることができる。
（1）発言が重複するとき
（2）他人を侮辱するなど総代会の品位を汚すと

き
（3）その他議事を妨害しまたは議場を混乱させ

るとき

（退場命令）
第12条　議長は、次の者に対して、会場からの退

去を命じることができる。
（1）総代またはその代理人として出席した者で

あって、その資格を有しないことが判明し
た者

（2）前条に定める議長の注意または発言中止命
令が再三行われたにもかかわらず、これに
従わない者

（3）審議に支障を生ずる恐れのある物の持込み、
示威行動その他不穏当な言動により総代会
の審議を妨害し、再三にわたる議長の注意、
制止にも従わない者

（議事運営に関する動議）
第13条　総代は、議事運営に関する動議を提出す

ることができる。
　２　議長は、前項の規定に基づき総代から動議が

提出された場合であっても、議事運営上適切で
ないと認められるときは、自らの判断によりこ
れを却下することができる。ただし、議長不信
任の動議についてはこの限りでない。

　３　議事運営に関する動議を採決する場合には、
書面による議決権を加えないものとする。

（修正動議）
第14条　総代が、付議された議案を修正する動議（以

下、修正動議という。）を提出する場合には、50
名の総代の賛同を要する。

　２　前項の要件を満たす修正動議の提出があった
場合には、議長はその動議について審議に付さ
なければならない。

　３　修正動議を採決する場合には、書面による議
決権のうち、原案に対して賛成のものは修正動
議に対して反対とみなし、原案に対して反対の
ものは棄権とみなす。

（緊急動議）
第15条　総代は、定款第56条に基づき、定款の定

める総代会の議決事項以外の事項であって、軽
微かつ緊急を要するものについて、動議を提出
することができる。

　２　前項に定める動議（以下、緊急動議という。）
を提出するには、50名の総代の賛同を要する。

　３　緊急動議を採決する場合には、書面または代
理人による議決権を加えないものとする。
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総代会運営－②
（休憩）
第16条　議事の進行上必要と認めるときは、議長

は休憩を宣言することができる。

（審議の打切り）
第17条　議長は、質問または意見を述べようとす

る総代がある場合でも、議題について質疑およ
び討論がつくされたと認められるときは、審議
を打ち切り採決することができる。

　２　付議された議案につき、質疑または討論が続
出して容易に終結しないときは、総代は、審議
を打ち切り直ちに採決に付すべき旨の動議を提
出することができる。

（採決の方法・手続）
第18条　議長は、採決にあたって議場の閉鎖を宣告

し、総代会の成立の状況を確認するものとする。
　２　採決は、挙手、起立、投票のいずれかの方法

によるものとし、そのつど議長がこれを定める。
　３　議案の採決は各議案ごとに行わなければなら

ない。ただし、一括して審議した議案について、
一括して採決することを妨げない。

　４　採決は、修正動議、原案の順に、かつ、修正
動議が複数ある場合にはその趣旨が最も原案と
異なるものから順に行うものとする。

　５　棄権票は出席総代の議決権数に算入する。表
示された議決権行使の意思内容が不明である場
合も同様とする。

（採択結果の宣言）
第19条　議長は、採決の結果を宣言しなければな

らない。この場合、議長はその議題の議決に必
要な賛成数を充足していること、または充足し
ていないことを宣言する。

（一事不再議）
第20条　既に否決され、または撤回された議案およ

び動議は、特段の状況の変化がない限り、同一
の総代会において再び提出することができない。

（特別委員会）
第21条　総代会で特に必要と認めたときは、特別

委員会を設けて議案その他の事項を付託し、協
議させることができる。

　２　特別委員会の委員はそのつど総代会で選任し、
委員長を互選する。

　３　特別委員会は、議長の求めに応じて、付託さ
れた事項に関する協議の経過および結果を総代
会に報告しなければならない。

（閉会宣言）
第22条　議長は、議事日程において予定した議案の
すべての審議を終了したとき、または第23条に
基づく打切り、延期もしくは続行の決議があった
ときは、直ちに閉会を宣言しなければならない。

（総代会の打ち切り、延期および続行）
第23条　総代会は、総代会の議決により打ち切り、

延期し、または続行することができる。

（途中退席）
第24条　出席した総代が総代会の閉会前に退席す

る場合には、議長への届け出を要する。
　２　前項に基づき退席する総代が書面議決書を提

出した場合は、第２条第３項の規定にかかわら
ず、これを有効と取り扱う。

（傍聴）
第25条　組合員は、議長の許可を得て総代会を傍

聴することができる。
　２　前項の規定に基づいて総代会を傍聴する組合

員は、議事運営に支障を生じない範囲で、議長
の許可を得て発言することができる。

（実施細則）
第26条　法令、定款およびこの規約以外の事項で

必要な事項は、そのつど理事会で定める。

（改廃）
第27条　この規約の改廃は総代会の議決を要する。

附則
１．1993年３月 21日からの施行の総代会運営規約
及び1999年６月８日からの施行の総代会運営規
約は廃棄する。

２．この規約は、2001年３月 19日より施行する。
３．この規約は、2008年６月６日より施行する。
４．この規約は、2019年６月 12日より施行する。
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総代会における動議の取り扱い細則
１．目的
　この細則は、総代会運営規約第１３条、第１４条、第１５条により、動議の考え方及びその取り扱いにつ
いて定め、総代会の運営を担う議長、議事運営委員及び総代の共通の認識とし、総代会の円滑な進行を目的
とする。

２．定義
　動議とは「会議体において、その構成員から発議される事項」をいう。よって動議を提出できるのは総代
会に出席している総代またはその代理人に限る。なお、動議は次の３つに分類する。

（１）議事運営上の動議　
議事日程変更、休憩、審議打ち切り、議長不信任など、議事運営に関する動議。

（２）修正動議
　議案の一部を修正することを求める動議。事前に通知した総代会の議題に付随するものであり、修正
を加える内容は議題から予見しうる範囲に限る。

　　なお、修正動議は以下の３つに区分する。
　　　①議案の一部変更を求める動議
　　　②議案に一部追加を求める動議
　　　③議案の一部削除を求める動議

（３）緊急動議
　総代会議題以外で、総代（代理人は不可）が議題の追加を求める動議。ただし、軽微かつ緊急を要す
るものに限る。

３．受付、取扱い
１）提出された動議の取り扱い
　動議の発議は自署で市町村名と氏名を記入の上、動議の種類、動議の内容と理由を明確にした文書と
する。なお、総代会の円滑な運営を考慮して、以下の場合は動議を却下する。
①指定された受付時間を守らず提出された場合
②開会宣言後まもないのに休憩を求めたり、特段の理由がないのに議長の交代を求めるなど、客観的状
況から合理的理由がないことが明白な場合

③一度否決された動議と同様の内容の提案をするなど、一事不再議の原則に違反する場合
④動議を濫発して総代会の正常な進行を著しく阻害し、あるいは他の多数の総代の権利行使を阻害する
など権利の濫用の場合

⑤動議が法、定款の定めに違反し、あるいは公序良俗に違反する場合

２）各動議の受付、取り扱い
（１）議事運営上の動議
①この動議の受付は、総代会の開会宣言後、審議打ち切りまでとする。
②議長不信任以外の動議は、議長の議事整理権に属する事項であり、議場に諮ることは差し支えないが、
基本的に採用、却下は議長の裁量とする。
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総代会運営規約
（目的、適用）
第1条　この規約は、定款第66条の規定に基づき総

代会の議事の方法を定め、もってその議事の円
滑な運営を図ることを目的とする。

　２　総代会の議事の運営については、法令および
定款に定めるところによるほか、この規約の定
めるところによる。

（資格審査）
第2条　総代が総代会に出席する場合には、この組

合の発行した総代会の招集通知を提示すること
を要する。ただし、総代本人であることが明ら
かである場合はこの限りでない。

　２　総代の代理人が総代会に出席する場合には、
定款第62条に定める代理権を証する書面として、
その総代が署名または記名押印した委任状を提
出することを要する。

　３　定款第62条第３項の規定により、総代が書面
により議決権を行使する場合には、議案に対す
る賛否を明示した書面に署名または記名押印し
たものを、総代会の開会までにこの組合に提出
するものとする。

（開会）
第3条　理事長または理事長の指名した理事は、出

席した総代が定款第57条に定める定足数に達し
たときには、出席状況を会場に報告し、開会を
宣言する。

　２　監事が招集した総代会においては、監事が開
会を宣言する。

（議長）
第4条　総代会は、すべての議事に先立って、出席

した総代の中から議長を選任する。
　２　議長は３名以内とし、議長団を構成するもの

とする。
　３　議長は総代会の秩序を維持し、議事を整理す

る。

（議事運営委員、資格審査委員、議事録署名人および書記）
第5条　議長は、議事の開始にあたって、議事運営

委員、資格審査委員及び総代会議事録に署名す
る総代２名の選任を総代会に諮るとともに、書
記２名を指名する。

（議事運営委員会）
第6条　総代会は、議事の円滑な進行を図るために

議事運営委員会をおく。
　２　議事運営委員会は、理事会で総代及び理事の

それぞれ若干名を推薦し、総代会（総会）で承
認を得るものとする。また、委員の互選により、
委員長を定める。

　３　議事運営委員会は議長を補佐し、議事の運営
に係る事項につき協議、提案を行う。

　４　議事運営委員会は、開催の都度、その議事の
経過と要領を議事録として簡潔にまとめる。

（資格審査委員会）
第7条　総代会は、出席者の資格に関する審査を行

うために資格審査委員会をおく。
　２　資格審査委員会は、総代会で選任した組合員

若干名をもって構成し、委員長を互選する。
　３　資格審査委員会は、出席者の資格に関する審

査の状況を点検し、議長の求めに応じてその結
果を報告する。

（議題の付議）
第8条　議長は、各議事に入るにあたり、当該議題

を付議することを議場に宣言する。
　２　議長は、複数の議題または議案を一括して付

議することができる。

（発言）
第9条　総代は、議長から発言の許可を得、所属、

氏名を告げてからでなければ発言することがで
きない。

　２　総代の発言は議事運営に関するものを除き、
付議された議案に関係あるものでなければなら
ない。

　３　総代の発言はすべて簡明にしなければならな
い。

　４　総代会の運営上必要があるときは、議長は総
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代の発言時間を制限することができる。
　５　議長は、必要があるときは、付議された議案

に関係する発言について事前に文書で通告する
よう求めることができる。

（質問に対する答弁）
第10条　総代は、その議決権の行使に必要な範囲内

において、議案について質問することができる。
　２　総代の質問に対する答弁は、すべて簡明にし

なければならない。
　３　総代の質問に対する答弁は、議案に関する質

問については理事長またはその指名した理事が、
監査に関する質問については監事が行う。ただ
し、以下の場合には、その理由を告げて質問に
対する答弁を拒むことができる。
（1）質問が総代会の議事日程及び議案に直接関

係がないと認められる場合。
（2）答弁により組合員の共同の利益を著しく害

する場合。
（3）調査を要するため、直ちに答弁することが

困難であると認められる場合。
（4）答弁により、この組合又は第三者の権利を

侵害することとなる場合。
（5）総代が実質的に同一の事項について繰り返

して説明を求める場合。
（6）その他正当な理由がある場合。

　４　理事または監事は、議長の許可を受けて職員
等の補助者に説明させることができる。

（発言制限違反に対する処置）
第11条　総代の発言が前条の規定に違反すると認

めたとき、または以下の各号に該当すると認め
たときは、議長は必要な注意を与え、またはそ
の発言を中止させることができる。
（1）発言が重複するとき
（2）他人を侮辱するなど総代会の品位を汚すと

き
（3）その他議事を妨害しまたは議場を混乱させ

るとき

（退場命令）
第12条　議長は、次の者に対して、会場からの退

去を命じることができる。
（1）総代またはその代理人として出席した者で

あって、その資格を有しないことが判明し
た者

（2）前条に定める議長の注意または発言中止命
令が再三行われたにもかかわらず、これに
従わない者

（3）審議に支障を生ずる恐れのある物の持込み、
示威行動その他不穏当な言動により総代会
の審議を妨害し、再三にわたる議長の注意、
制止にも従わない者

（議事運営に関する動議）
第13条　総代は、議事運営に関する動議を提出す

ることができる。
　２　議長は、前項の規定に基づき総代から動議が

提出された場合であっても、議事運営上適切で
ないと認められるときは、自らの判断によりこ
れを却下することができる。ただし、議長不信
任の動議についてはこの限りでない。

　３　議事運営に関する動議を採決する場合には、
書面による議決権を加えないものとする。

（修正動議）
第14条　総代が、付議された議案を修正する動議（以

下、修正動議という。）を提出する場合には、50
名の総代の賛同を要する。

　２　前項の要件を満たす修正動議の提出があった
場合には、議長はその動議について審議に付さ
なければならない。

　３　修正動議を採決する場合には、書面による議
決権のうち、原案に対して賛成のものは修正動
議に対して反対とみなし、原案に対して反対の
ものは棄権とみなす。

（緊急動議）
第15条　総代は、定款第56条に基づき、定款の定

める総代会の議決事項以外の事項であって、軽
微かつ緊急を要するものについて、動議を提出
することができる。

　２　前項に定める動議（以下、緊急動議という。）
を提出するには、50名の総代の賛同を要する。

　３　緊急動議を採決する場合には、書面または代
理人による議決権を加えないものとする。
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（休憩）
第16条　議事の進行上必要と認めるときは、議長

は休憩を宣言することができる。

（審議の打切り）
第17条　議長は、質問または意見を述べようとす

る総代がある場合でも、議題について質疑およ
び討論がつくされたと認められるときは、審議
を打ち切り採決することができる。

　２　付議された議案につき、質疑または討論が続
出して容易に終結しないときは、総代は、審議
を打ち切り直ちに採決に付すべき旨の動議を提
出することができる。

（採決の方法・手続）
第18条　議長は、採決にあたって議場の閉鎖を宣告

し、総代会の成立の状況を確認するものとする。
　２　採決は、挙手、起立、投票のいずれかの方法

によるものとし、そのつど議長がこれを定める。
　３　議案の採決は各議案ごとに行わなければなら

ない。ただし、一括して審議した議案について、
一括して採決することを妨げない。

　４　採決は、修正動議、原案の順に、かつ、修正
動議が複数ある場合にはその趣旨が最も原案と
異なるものから順に行うものとする。

　５　棄権票は出席総代の議決権数に算入する。表
示された議決権行使の意思内容が不明である場
合も同様とする。

（採択結果の宣言）
第19条　議長は、採決の結果を宣言しなければな

らない。この場合、議長はその議題の議決に必
要な賛成数を充足していること、または充足し
ていないことを宣言する。

（一事不再議）
第20条　既に否決され、または撤回された議案およ

び動議は、特段の状況の変化がない限り、同一
の総代会において再び提出することができない。

（特別委員会）
第21条　総代会で特に必要と認めたときは、特別

委員会を設けて議案その他の事項を付託し、協
議させることができる。

　２　特別委員会の委員はそのつど総代会で選任し、
委員長を互選する。

　３　特別委員会は、議長の求めに応じて、付託さ
れた事項に関する協議の経過および結果を総代
会に報告しなければならない。

（閉会宣言）
第22条　議長は、議事日程において予定した議案の
すべての審議を終了したとき、または第23条に
基づく打切り、延期もしくは続行の決議があった
ときは、直ちに閉会を宣言しなければならない。

（総代会の打ち切り、延期および続行）
第23条　総代会は、総代会の議決により打ち切り、

延期し、または続行することができる。

（途中退席）
第24条　出席した総代が総代会の閉会前に退席す

る場合には、議長への届け出を要する。
　２　前項に基づき退席する総代が書面議決書を提

出した場合は、第２条第３項の規定にかかわら
ず、これを有効と取り扱う。

（傍聴）
第25条　組合員は、議長の許可を得て総代会を傍

聴することができる。
　２　前項の規定に基づいて総代会を傍聴する組合

員は、議事運営に支障を生じない範囲で、議長
の許可を得て発言することができる。

（実施細則）
第26条　法令、定款およびこの規約以外の事項で

必要な事項は、そのつど理事会で定める。

（改廃）
第27条　この規約の改廃は総代会の議決を要する。

附則
１．1993年３月 21日からの施行の総代会運営規約
及び1999年６月８日からの施行の総代会運営規
約は廃棄する。

２．この規約は、2001年３月 19日より施行する。
３．この規約は、2008年６月６日より施行する。
４．この規約は、2019年６月 12日より施行する。
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総代会における動議の取り扱い細則
１．目的
　この細則は、総代会運営規約第１３条、第１４条、第１５条により、動議の考え方及びその取り扱いにつ
いて定め、総代会の運営を担う議長、議事運営委員及び総代の共通の認識とし、総代会の円滑な進行を目的
とする。

２．定義
　動議とは「会議体において、その構成員から発議される事項」をいう。よって動議を提出できるのは総代
会に出席している総代またはその代理人に限る。なお、動議は次の３つに分類する。

（１）議事運営上の動議　
議事日程変更、休憩、審議打ち切り、議長不信任など、議事運営に関する動議。

（２）修正動議
　議案の一部を修正することを求める動議。事前に通知した総代会の議題に付随するものであり、修正
を加える内容は議題から予見しうる範囲に限る。

　　なお、修正動議は以下の３つに区分する。
　　　①議案の一部変更を求める動議
　　　②議案に一部追加を求める動議
　　　③議案の一部削除を求める動議

（３）緊急動議
　総代会議題以外で、総代（代理人は不可）が議題の追加を求める動議。ただし、軽微かつ緊急を要す
るものに限る。

３．受付、取扱い
１）提出された動議の取り扱い
　動議の発議は自署で市町村名と氏名を記入の上、動議の種類、動議の内容と理由を明確にした文書と
する。なお、総代会の円滑な運営を考慮して、以下の場合は動議を却下する。
①指定された受付時間を守らず提出された場合
②開会宣言後まもないのに休憩を求めたり、特段の理由がないのに議長の交代を求めるなど、客観的状
況から合理的理由がないことが明白な場合

③一度否決された動議と同様の内容の提案をするなど、一事不再議の原則に違反する場合
④動議を濫発して総代会の正常な進行を著しく阻害し、あるいは他の多数の総代の権利行使を阻害する
など権利の濫用の場合

⑤動議が法、定款の定めに違反し、あるいは公序良俗に違反する場合

２）各動議の受付、取り扱い
（１）議事運営上の動議
①この動議の受付は、総代会の開会宣言後、審議打ち切りまでとする。
②議長不信任以外の動議は、議長の議事整理権に属する事項であり、議場に諮ることは差し支えないが、
基本的に採用、却下は議長の裁量とする。
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総代会運営－③
（２）修正動議
①この動議の受付は、総代会当日に議事運営委員会が指定した時間までとする。なお、動議の締切は審
議打ち切り予定時間の１時間前を目安とする。

②議案を修正する動議であり、修正箇所、修正内容及び理由が不明確な場合は動議として取り扱わない。
なお、修正を加える内容は議題から予見しうる範囲のものに限り、原案の性質を全く変更しうるもの
や原案に直接反対するものは修正動議の範囲外とする。

③議案の一部変更を求める場合は、変更する箇所及び変更内容とその理由が不明確な場合はこれを受け
付けない。

④議案の一部追加または削除を求める場合は、その該当箇所及びその内容と理由が不明確な場合はこれ
を受け付けない。

⑤議案の一部変更及び追加、削除のいずれの場合も、関連して該当箇所以外に原案の変更が生じる場合は、
できる限りその項目が記載された文書を必要とする。

⑥この動議を提出する場合には５０名以上の総代及び代理人の賛同を要する。
………………………………………………………………………………………………

（３）緊急動議
①この動議の受付は、総代会当日に議事運営委員会が指定した時間までとする。なお、動議の締切は審
議打ち切り予定時間の１時間前を目安とする。

②定款の定める総代会の議決事項を除く事項で、軽微かつ緊急を要するものに限られ、そのことに該当
しない場合は緊急動議として扱わない。

③この動議を提出する場合には５０名以上の総代の賛同を要する。

４．採　決
１）動議として取り上げた場合は、原則として採決に付す。ただし、討議を通じて修正する必要がないこ
とが明らかになり、動議提出者の合意のもとに総代会全体の意思として採決に付さないことを確認する
など、合理的かつ妥当な理由がある場合は採決に付さないことができる。

２）採決の方法
（１）議事運営上の動議
①議長が議場に諮ると判断した場合に行う。ただし、議長不信任の動議は必ず採決を行う。
②可決要件は、書面による出席を除く出席総代の過半数とする。
③書面による議決権は加えない。

（２）修正動議
①動議を書面で配布し、採決を行うことを原則とする。
②同一議題について複数の修正案が提出されたときは、原案に遠いものから採決する。修正案がすべて
否決されたときは、原案について採決する。

③可決要件は、書面による出席を含む出席総代の過半数とする。
④書面による議決権のうち、原案に対して賛成のものは修正動議に対して反対とみなし、原案に対して
反対のものは棄権とみなす。

⑤修正動議が可決された場合は、修正が加えられた議案全体について採決する。ただし、この場合は書
面による議決権のうち、原案に対して賛成されたものは修正動議に対して反対とみなし、原案に対し
て反対されたものは棄権とみなす。

⑥修正動議を含んだ原案が否決された場合は、修正動議、原案とも否決とする。

（３）緊急動議
①動議を書面で配布し、採決を行うことを原則とする。

67 68

②可決要件は、書面または代理人を除く出席総代の過半数とする。ただし、その出席総代数が、総代定
数の過半数に達していないときは採決することができない。

③書面または代理人による議決権は加えない。

附則
（１）この細則の改廃は、制定改廃起案責任者を理事長と定め、理事会において決定する。
（２）この細則は、２００３年　３月１８日から実施する。
（３）この細則は、２００８年　８月　５日から実施する。
（４）この細則は、２００８年１１月 ４日から実施する。
（５）この細則は、２００９年　８月 ４日から実施する。
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総代会運営－③
（休憩）
第16条　議事の進行上必要と認めるときは、議長

は休憩を宣言することができる。

（審議の打切り）
第17条　議長は、質問または意見を述べようとす

る総代がある場合でも、議題について質疑およ
び討論がつくされたと認められるときは、審議
を打ち切り採決することができる。

　２　付議された議案につき、質疑または討論が続
出して容易に終結しないときは、総代は、審議
を打ち切り直ちに採決に付すべき旨の動議を提
出することができる。

（採決の方法・手続）
第18条　議長は、採決にあたって議場の閉鎖を宣告

し、総代会の成立の状況を確認するものとする。
　２　採決は、挙手、起立、投票のいずれかの方法

によるものとし、そのつど議長がこれを定める。
　３　議案の採決は各議案ごとに行わなければなら

ない。ただし、一括して審議した議案について、
一括して採決することを妨げない。

　４　採決は、修正動議、原案の順に、かつ、修正
動議が複数ある場合にはその趣旨が最も原案と
異なるものから順に行うものとする。

　５　棄権票は出席総代の議決権数に算入する。表
示された議決権行使の意思内容が不明である場
合も同様とする。

（採択結果の宣言）
第19条　議長は、採決の結果を宣言しなければな

らない。この場合、議長はその議題の議決に必
要な賛成数を充足していること、または充足し
ていないことを宣言する。

（一事不再議）
第20条 既に否決され、または撤回された議案およ

び動議は、特段の状況の変化がない限り、同一
の総代会において再び提出することができない。

（特別委員会）
第21条　総代会で特に必要と認めたときは、特別

委員会を設けて議案その他の事項を付託し、協
議させることができる。

　２　特別委員会の委員はそのつど総代会で選任し、
委員長を互選する。

　３　特別委員会は、議長の求めに応じて、付託さ
れた事項に関する協議の経過および結果を総代
会に報告しなければならない。

（閉会宣言）
第22条 議長は、議事日程において予定した議案の
すべての審議を終了したとき、または第23条に
基づく打切り、延期もしくは続行の決議があった
ときは、直ちに閉会を宣言しなければならない。

（総代会の打ち切り、延期および続行）
第23条　総代会は、総代会の議決により打ち切り、

延期し、または続行することができる。

（途中退席）
第24条　出席した総代が総代会の閉会前に退席す

る場合には、議長への届け出を要する。
　２　前項に基づき退席する総代が書面議決書を提

出した場合は、第２条第３項の規定にかかわら
ず、これを有効と取り扱う。

（傍聴）
第25条　組合員は、議長の許可を得て総代会を傍

聴することができる。
　２　前項の規定に基づいて総代会を傍聴する組合

員は、議事運営に支障を生じない範囲で、議長
の許可を得て発言することができる。

（実施細則）
第26条　法令、定款およびこの規約以外の事項で

必要な事項は、そのつど理事会で定める。

（改廃）
第27条　この規約の改廃は総代会の議決を要する。

附則
１．1993年３月 21日からの施行の総代会運営規約
及び1999年６月８日からの施行の総代会運営規
約は廃棄する。

２．この規約は、2001年３月 19日より施行する。
３．この規約は、2008年６月６日より施行する。
４．この規約は、2019年６月 12日より施行する。

65 66

総代会における動議の取り扱い細則
１．目的
　この細則は、総代会運営規約第１３条、第１４条、第１５条により、動議の考え方及びその取り扱いにつ
いて定め、総代会の運営を担う議長、議事運営委員及び総代の共通の認識とし、総代会の円滑な進行を目的
とする。

２．定義
　動議とは「会議体において、その構成員から発議される事項」をいう。よって動議を提出できるのは総代
会に出席している総代またはその代理人に限る。なお、動議は次の３つに分類する。

（１）議事運営上の動議
…議事日程変更、休憩、審議打ち切り、議長不信任など、議事運営に関する動議。

（２）修正動議
議案の一部を修正することを求める動議。事前に通知した総代会の議題に付随するものであり、修正
を加える内容は議題から予見しうる範囲に限る。

　　なお、修正動議は以下の３つに区分する。
①議案の一部変更を求める動議
②議案に一部追加を求める動議
③議案の一部削除を求める動議

（３）緊急動議
総代会議題以外で、総代（代理人は不可）が議題の追加を求める動議。ただし、軽微かつ緊急を要す
るものに限る。

３．受付、取扱い
１）…提出された動議の取り扱い
…………　動議の発議は自署で市町村名と氏名を記入の上、動議の種類、動議の内容と理由を明確にした文書と
する。なお、総代会の円滑な運営を考慮して、以下の場合は動議を却下する。
①指定された受付時間を守らず提出された場合
②開会宣言後まもないのに休憩を求めたり、特段の理由がないのに議長の交代を求めるなど、客観的状
況から合理的理由がないことが明白な場合

③一度否決された動議と同様の内容の提案をするなど、一事不再議の原則に違反する場合
④動議を濫発して総代会の正常な進行を著しく阻害し、あるいは他の多数の総代の権利行使を阻害する
など権利の濫用の場合

⑤動議が法、定款の定めに違反し、あるいは公序良俗に違反する場合

２）各動議の受付、取り扱い
（１）議事運営上の動議
①この動議の受付は、総代会の開会宣言後、審議打ち切りまでとする。
②議長不信任以外の動議は、議長の議事整理権に属する事項であり、議場に諮ることは差し支えないが、
基本的に採用、却下は議長の裁量とする。
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総代会運営－③
（２）修正動議
①この動議の受付は、総代会当日に議事運営委員会が指定した時間までとする。なお、動議の締切は審
議打ち切り予定時間の１時間前を目安とする。

②議案を修正する動議であり、修正箇所、修正内容及び理由が不明確な場合は動議として取り扱わない。
なお、修正を加える内容は議題から予見しうる範囲のものに限り、原案の性質を全く変更しうるもの
や原案に直接反対するものは修正動議の範囲外とする。

③議案の一部変更を求める場合は、変更する箇所及び変更内容とその理由が不明確な場合はこれを受け
付けない。

④議案の一部追加または削除を求める場合は、その該当箇所及びその内容と理由が不明確な場合はこれ
を受け付けない。

⑤議案の一部変更及び追加、削除のいずれの場合も、関連して該当箇所以外に原案の変更が生じる場合は、
できる限りその項目が記載された文書を必要とする。

⑥この動議を提出する場合には５０名以上の総代及び代理人の賛同を要する。
………………………………………………………………………………………………

（３）緊急動議
①この動議の受付は、総代会当日に議事運営委員会が指定した時間までとする。なお、動議の締切は審
議打ち切り予定時間の１時間前を目安とする。

②定款の定める総代会の議決事項を除く事項で、軽微かつ緊急を要するものに限られ、そのことに該当
しない場合は緊急動議として扱わない。

③この動議を提出する場合には５０名以上の総代の賛同を要する。

４．採　決
１）動議として取り上げた場合は、原則として採決に付す。ただし、討議を通じて修正する必要がないこ
とが明らかになり、動議提出者の合意のもとに総代会全体の意思として採決に付さないことを確認する
など、合理的かつ妥当な理由がある場合は採決に付さないことができる。

２）採決の方法
（１）議事運営上の動議
①議長が議場に諮ると判断した場合に行う。ただし、議長不信任の動議は必ず採決を行う。
②可決要件は、書面による出席を除く出席総代の過半数とする。
③書面による議決権は加えない。

（２）修正動議
①動議を書面で配布し、採決を行うことを原則とする。
②同一議題について複数の修正案が提出されたときは、原案に遠いものから採決する。修正案がすべて
否決されたときは、原案について採決する。

③可決要件は、書面による出席を含む出席総代の過半数とする。
④書面による議決権のうち、原案に対して賛成のものは修正動議に対して反対とみなし、原案に対して
反対のものは棄権とみなす。

⑤修正動議が可決された場合は、修正が加えられた議案全体について採決する。ただし、この場合は書
面による議決権のうち、原案に対して賛成されたものは修正動議に対して反対とみなし、原案に対し
て反対されたものは棄権とみなす。

⑥修正動議を含んだ原案が否決された場合は、修正動議、原案とも否決とする。

（３）緊急動議
①動議を書面で配布し、採決を行うことを原則とする。

67 68

②可決要件は、書面または代理人を除く出席総代の過半数とする。ただし、その出席総代数が、総代定
数の過半数に達していないときは採決することができない。

③書面または代理人による議決権は加えない。

附則
（１）この細則の改廃は、制定改廃起案責任者を理事長と定め、理事会において決定する。
（２）この細則は、２００３年　３月１８日から実施する。
（３）この細則は、２００８年　８月　５日から実施する。
（４）この細則は、２００８年１１月 ４日から実施する。
（５）この細則は、２００９年　８月 ４日から実施する。
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総代会運営－③
（休憩）
第16条　議事の進行上必要と認めるときは、議長

は休憩を宣言することができる。

（審議の打切り）
第17条　議長は、質問または意見を述べようとす

る総代がある場合でも、議題について質疑およ
び討論がつくされたと認められるときは、審議
を打ち切り採決することができる。

　２　付議された議案につき、質疑または討論が続
出して容易に終結しないときは、総代は、審議
を打ち切り直ちに採決に付すべき旨の動議を提
出することができる。

（採決の方法・手続）
第18条　議長は、採決にあたって議場の閉鎖を宣告

し、総代会の成立の状況を確認するものとする。
　２　採決は、挙手、起立、投票のいずれかの方法

によるものとし、そのつど議長がこれを定める。
　３　議案の採決は各議案ごとに行わなければなら

ない。ただし、一括して審議した議案について、
一括して採決することを妨げない。

　４　採決は、修正動議、原案の順に、かつ、修正
動議が複数ある場合にはその趣旨が最も原案と
異なるものから順に行うものとする。

　５　棄権票は出席総代の議決権数に算入する。表
示された議決権行使の意思内容が不明である場
合も同様とする。

（採択結果の宣言）
第19条　議長は、採決の結果を宣言しなければな

らない。この場合、議長はその議題の議決に必
要な賛成数を充足していること、または充足し
ていないことを宣言する。

（一事不再議）
第20条 既に否決され、または撤回された議案およ

び動議は、特段の状況の変化がない限り、同一
の総代会において再び提出することができない。

（特別委員会）
第21条　総代会で特に必要と認めたときは、特別

委員会を設けて議案その他の事項を付託し、協
議させることができる。

　２　特別委員会の委員はそのつど総代会で選任し、
委員長を互選する。

　３　特別委員会は、議長の求めに応じて、付託さ
れた事項に関する協議の経過および結果を総代
会に報告しなければならない。

（閉会宣言）
第22条 議長は、議事日程において予定した議案の
すべての審議を終了したとき、または第23条に
基づく打切り、延期もしくは続行の決議があった
ときは、直ちに閉会を宣言しなければならない。

（総代会の打ち切り、延期および続行）
第23条　総代会は、総代会の議決により打ち切り、

延期し、または続行することができる。

（途中退席）
第24条　出席した総代が総代会の閉会前に退席す

る場合には、議長への届け出を要する。
　２　前項に基づき退席する総代が書面議決書を提

出した場合は、第２条第３項の規定にかかわら
ず、これを有効と取り扱う。

（傍聴）
第25条　組合員は、議長の許可を得て総代会を傍

聴することができる。
　２　前項の規定に基づいて総代会を傍聴する組合

員は、議事運営に支障を生じない範囲で、議長
の許可を得て発言することができる。

（実施細則）
第26条　法令、定款およびこの規約以外の事項で

必要な事項は、そのつど理事会で定める。

（改廃）
第27条　この規約の改廃は総代会の議決を要する。

附則
１．1993年３月 21日からの施行の総代会運営規約
及び1999年６月８日からの施行の総代会運営規
約は廃棄する。

２．この規約は、2001年３月 19日より施行する。
３．この規約は、2008年６月６日より施行する。
４．この規約は、2019年６月 12日より施行する。
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総代会における動議の取り扱い細則
１．目的
　この細則は、総代会運営規約第１３条、第１４条、第１５条により、動議の考え方及びその取り扱いにつ
いて定め、総代会の運営を担う議長、議事運営委員及び総代の共通の認識とし、総代会の円滑な進行を目的
とする。

２．定義
　動議とは「会議体において、その構成員から発議される事項」をいう。よって動議を提出できるのは総代
会に出席している総代またはその代理人に限る。なお、動議は次の３つに分類する。

（１）議事運営上の動議
…議事日程変更、休憩、審議打ち切り、議長不信任など、議事運営に関する動議。

（２）修正動議
議案の一部を修正することを求める動議。事前に通知した総代会の議題に付随するものであり、修正
を加える内容は議題から予見しうる範囲に限る。

　　なお、修正動議は以下の３つに区分する。
①議案の一部変更を求める動議
②議案に一部追加を求める動議
③議案の一部削除を求める動議

（３）緊急動議
総代会議題以外で、総代（代理人は不可）が議題の追加を求める動議。ただし、軽微かつ緊急を要す
るものに限る。

３．受付、取扱い
１）…提出された動議の取り扱い
…………　動議の発議は自署で市町村名と氏名を記入の上、動議の種類、動議の内容と理由を明確にした文書と
する。なお、総代会の円滑な運営を考慮して、以下の場合は動議を却下する。
①指定された受付時間を守らず提出された場合
②開会宣言後まもないのに休憩を求めたり、特段の理由がないのに議長の交代を求めるなど、客観的状
況から合理的理由がないことが明白な場合

③一度否決された動議と同様の内容の提案をするなど、一事不再議の原則に違反する場合
④動議を濫発して総代会の正常な進行を著しく阻害し、あるいは他の多数の総代の権利行使を阻害する
など権利の濫用の場合

⑤動議が法、定款の定めに違反し、あるいは公序良俗に違反する場合

２）各動議の受付、取り扱い
（１）議事運営上の動議
①この動議の受付は、総代会の開会宣言後、審議打ち切りまでとする。
②議長不信任以外の動議は、議長の議事整理権に属する事項であり、議場に諮ることは差し支えないが、
基本的に採用、却下は議長の裁量とする。
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総代会運営－④

１．目的
　この細則は、総代会運営規約第４条、第６条により、総代会の議事運営の責任者である議長の役割及び選
任方法などについて定め、総代会の議長、議事運営委員及び総代の共通の認識としていくことを目的とする。

２．議長の任務及び権限と責任
１）議長は、法令・定款・総代会運営規約などに準拠し、予め通知された議案に対して意見陳述を処理し、
会議の目的である総代会の意思を決定（議案採決）し、決められた時間内に総代会を終了することが基
本任務となる。

２）議長は、総代会の秩序を維持し議事を整理する権限を有する。ただし、決議方法が法令に違反し、または、
著しく不公正なものとなった場合は議決取消事由となり得るため、その権限の濫用とならないよう努め
る。
①議長は、総代会の休憩、議事の審議の順序、審議打ち切り、審議続行など、議事の進行を決定できる。
ただし、議長不信任の動議及び総代会の打ち切り、延期、続行については総代会の議決事項であり、
議長の議事整理の範囲外とする。

②議長の許可なく議場内での発言はできない。
③議長は、重複または不規則発言、長時間発言及び議案の審議に関係のない発言を制止できる。
④議長は、総代または代理人として出席したものであってその資格を有しないもの、再三にわたる注意、
制止に従わない者に対して、会場からの退去を命じることができる。

３）議長は、議長団として連帯責任を負う。従って、議長の判断が個々に異なる場合は、議長団の合意の
もとにすすめる。なお、法的解釈など、疑義を生じさせないため、必要に応じて議事運営委員会に見解
を求める。

３．議長の議決権
議長は可否同数のとき以外は総代会の議決権を有しない。

４．議長の選任
１）…総代会運営規約第４条により、すべての議事に先立って、出席した総代（代理人は不可）の中から議
長を選任する。

２）総代会議長の役割の重要性と責任の重さに鑑み、理事会で推薦し事前の総代会運営会議に参加してい
る議長候補の選任を議場に諮る。なお、会場立候補がある場合は、理事会推薦の候補と会場立候補のそ
れぞれ候補者の信任を議場に諮り、議長を選任する。

５．議長を補佐する議事運営委員会
１）…議事運営委員会は円滑な総代会の議事進行をはかるため、議事の運営に係る事項につき協議提案を行
い、議長を補佐する。

総代会における議長についての細則

69 70

　附則
（１）この細則の改廃は、制定改廃起案責任者を理事長と定め、理事会において決定する。
（２）この細則は、２００３年３月１８日から実施する。
（３）この細則は、２００８年８月　５日から実施する。
（４）この細則は、２０２０年５月２８日から実施する。
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総代会運営－③
（２）修正動議
①この動議の受付は、総代会当日に議事運営委員会が指定した時間までとする。なお、動議の締切は審
議打ち切り予定時間の１時間前を目安とする。

②議案を修正する動議であり、修正箇所、修正内容及び理由が不明確な場合は動議として取り扱わない。
なお、修正を加える内容は議題から予見しうる範囲のものに限り、原案の性質を全く変更しうるもの
や原案に直接反対するものは修正動議の範囲外とする。

③議案の一部変更を求める場合は、変更する箇所及び変更内容とその理由が不明確な場合はこれを受け
付けない。

④議案の一部追加または削除を求める場合は、その該当箇所及びその内容と理由が不明確な場合はこれ
を受け付けない。

⑤議案の一部変更及び追加、削除のいずれの場合も、関連して該当箇所以外に原案の変更が生じる場合は、
できる限りその項目が記載された文書を必要とする。

⑥この動議を提出する場合には５０名以上の総代及び代理人の賛同を要する。

（３）緊急動議
①この動議の受付は、総代会当日に議事運営委員会が指定した時間までとする。なお、動議の締切は審
議打ち切り予定時間の１時間前を目安とする。

②定款の定める総代会の議決事項を除く事項で、軽微かつ緊急を要するものに限られ、そのことに該当
しない場合は緊急動議として扱わない。

③この動議を提出する場合には５０名以上の総代の賛同を要する。

４．採　決
１）動議として取り上げた場合は、原則として採決に付す。ただし、討議を通じて修正する必要がないこ
とが明らかになり、動議提出者の合意のもとに総代会全体の意思として採決に付さないことを確認する
など、合理的かつ妥当な理由がある場合は採決に付さないことができる。

２）採決の方法
（１）議事運営上の動議
①議長が議場に諮ると判断した場合に行う。ただし、議長不信任の動議は必ず採決を行う。
②可決要件は、書面による出席を除く出席総代の過半数とする。
③書面による議決権は加えない。

（２）修正動議
①動議を書面で配布し、採決を行うことを原則とする。
②同一議題について複数の修正案が提出されたときは、原案に遠いものから採決する。修正案がすべて
否決されたときは、原案について採決する。

③可決要件は、書面による出席を含む出席総代の過半数とする。
④書面による議決権のうち、原案に対して賛成のものは修正動議に対して反対とみなし、原案に対して
反対のものは棄権とみなす。

⑤修正動議が可決された場合は、修正が加えられた議案全体について採決する。ただし、この場合は書
面による議決権のうち、原案に対して賛成されたものは修正動議に対して反対とみなし、原案に対し
て反対されたものは棄権とみなす。

⑥修正動議を含んだ原案が否決された場合は、修正動議、原案とも否決とする。

（３）緊急動議
①動議を書面で配布し、採決を行うことを原則とする。

67 68

②可決要件は、書面または代理人を除く出席総代の過半数とする。ただし、その出席総代数が、総代定
数の過半数に達していないときは採決することができない。

③書面または代理人による議決権は加えない。

……附則
……（１）この細則の改廃は、制定改廃起案責任者を理事長と定め、理事会において決定する。
……（２）この細則は、２００３年　３月１８日から実施する。
……（３）この細則は、２００８年　８月　５日から実施する。
……（４）この細則は、２００８年１１月………４日から実施する。
……（５）この細則は、２００９年　８月………４日から実施する。
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１．目的
　この細則は、総代会運営規約第４条、第６条により、総代会の議事運営の責任者である議長の役割及び選
任方法などについて定め、総代会の議長、議事運営委員及び総代の共通の認識としていくことを目的とする。

２．議長の任務及び権限と責任
１）議長は、法令・定款・総代会運営規約などに準拠し、予め通知された議案に対して意見陳述を処理し、
会議の目的である総代会の意思を決定（議案採決）し、決められた時間内に総代会を終了することが基
本任務となる。

２）議長は、総代会の秩序を維持し議事を整理する権限を有する。ただし、決議方法が法令に違反し、または、
著しく不公正なものとなった場合は議決取消事由となり得るため、その権限の濫用とならないよう努め
る。
①議長は、総代会の休憩、議事の審議の順序、審議打ち切り、審議続行など、議事の進行を決定できる。
ただし、議長不信任の動議及び総代会の打ち切り、延期、続行については総代会の議決事項であり、
議長の議事整理の範囲外とする。

②議長の許可なく議場内での発言はできない。
③議長は、重複または不規則発言、長時間発言及び議案の審議に関係のない発言を制止できる。
④議長は、総代または代理人として出席したものであってその資格を有しないもの、再三にわたる注意、
制止に従わない者に対して、会場からの退去を命じることができる。

３）議長は、議長団として連帯責任を負う。従って、議長の判断が個々に異なる場合は、議長団の合意の
もとにすすめる。なお、法的解釈など、疑義を生じさせないため、必要に応じて議事運営委員会に見解
を求める。

３．議長の議決権
議長は可否同数のとき以外は総代会の議決権を有しない。

４．議長の選任
１）…総代会運営規約第４条により、すべての議事に先立って、出席した総代（代理人は不可）の中から議
長を選任する。

２）総代会議長の役割の重要性と責任の重さに鑑み、理事会で推薦し事前の総代会運営会議に参加してい
る議長候補の選任を議場に諮る。なお、会場立候補がある場合は、理事会推薦の候補と会場立候補のそ
れぞれ候補者の信任を議場に諮り、議長を選任する。

５．議長を補佐する議事運営委員会
１）…議事運営委員会は円滑な総代会の議事進行をはかるため、議事の運営に係る事項につき協議提案を行
い、議長を補佐する。

総代会における議長についての細則

69 70

　附則
（１）この細則の改廃は、制定改廃起案責任者を理事長と定め、理事会において決定する。
（２）この細則は、２００３年３月１８日から実施する。
（３）この細則は、２００８年８月　５日から実施する。
（４）この細則は、２０２０年５月２８日から実施する。
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総代会運営－④

１．目的
　この細則は、総代会運営規約第４条、第６条により、総代会の議事運営の責任者である議長の役割及び選
任方法などについて定め、総代会の議長、議事運営委員及び総代の共通の認識としていくことを目的とする。

２．議長の任務及び権限と責任
１）議長は、法令・定款・総代会運営規約などに準拠し、予め通知された議案に対して意見陳述を処理し、
会議の目的である総代会の意思を決定（議案採決）し、決められた時間内に総代会を終了することが基
本任務となる。

２）議長は、総代会の秩序を維持し議事を整理する権限を有する。ただし、決議方法が法令に違反し、または、
著しく不公正なものとなった場合は議決取消事由となり得るため、その権限の濫用とならないよう努め
る。
①議長は、総代会の休憩、議事の審議の順序、審議打ち切り、審議続行など、議事の進行を決定できる。
ただし、議長不信任の動議及び総代会の打ち切り、延期、続行については総代会の議決事項であり、
議長の議事整理の範囲外とする。

②議長の許可なく議場内での発言はできない。
③議長は、重複または不規則発言、長時間発言及び議案の審議に関係のない発言を制止できる。
④議長は、総代または代理人として出席したものであってその資格を有しないもの、再三にわたる注意、
制止に従わない者に対して、会場からの退去を命じることができる。

３）議長は、議長団として連帯責任を負う。従って、議長の判断が個々に異なる場合は、議長団の合意の
もとにすすめる。なお、法的解釈など、疑義を生じさせないため、必要に応じて議事運営委員会に見解
を求める。

３．議長の議決権
議長は可否同数のとき以外は総代会の議決権を有しない。

４．議長の選任
１）…総代会運営規約第４条により、すべての議事に先立って、出席した総代（代理人は不可）の中から議
長を選任する。

２）総代会議長の役割の重要性と責任の重さに鑑み、理事会で推薦し事前の総代会運営会議に参加してい
る議長候補の選任を議場に諮る。なお、会場立候補がある場合は、理事会推薦の候補と会場立候補のそ
れぞれ候補者の信任を議場に諮り、議長を選任する。

５．議長を補佐する議事運営委員会
１）…議事運営委員会は円滑な総代会の議事進行をはかるため、議事の運営に係る事項につき協議提案を行
い、議長を補佐する。

総代会における議長についての細則

69 70

　附則
（１）この細則の改廃は、制定改廃起案責任者を理事長と定め、理事会において決定する。
（２）この細則は、２００３年３月１８日から実施する。
（３）この細則は、２００８年８月　５日から実施する。
（４）この細則は、２０２０年５月２８日から実施する。
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総代会運営－③
（２）修正動議
①この動議の受付は、総代会当日に議事運営委員会が指定した時間までとする。なお、動議の締切は審
議打ち切り予定時間の１時間前を目安とする。

②議案を修正する動議であり、修正箇所、修正内容及び理由が不明確な場合は動議として取り扱わない。
なお、修正を加える内容は議題から予見しうる範囲のものに限り、原案の性質を全く変更しうるもの
や原案に直接反対するものは修正動議の範囲外とする。

③議案の一部変更を求める場合は、変更する箇所及び変更内容とその理由が不明確な場合はこれを受け
付けない。

④議案の一部追加または削除を求める場合は、その該当箇所及びその内容と理由が不明確な場合はこれ
を受け付けない。

⑤議案の一部変更及び追加、削除のいずれの場合も、関連して該当箇所以外に原案の変更が生じる場合は、
できる限りその項目が記載された文書を必要とする。

⑥この動議を提出する場合には５０名以上の総代及び代理人の賛同を要する。

（３）緊急動議
①この動議の受付は、総代会当日に議事運営委員会が指定した時間までとする。なお、動議の締切は審
議打ち切り予定時間の１時間前を目安とする。

②定款の定める総代会の議決事項を除く事項で、軽微かつ緊急を要するものに限られ、そのことに該当
しない場合は緊急動議として扱わない。

③この動議を提出する場合には５０名以上の総代の賛同を要する。

４．採　決
１）動議として取り上げた場合は、原則として採決に付す。ただし、討議を通じて修正する必要がないこ
とが明らかになり、動議提出者の合意のもとに総代会全体の意思として採決に付さないことを確認する
など、合理的かつ妥当な理由がある場合は採決に付さないことができる。

２）採決の方法
（１）議事運営上の動議
①議長が議場に諮ると判断した場合に行う。ただし、議長不信任の動議は必ず採決を行う。
②可決要件は、書面による出席を除く出席総代の過半数とする。
③書面による議決権は加えない。

（２）修正動議
①動議を書面で配布し、採決を行うことを原則とする。
②同一議題について複数の修正案が提出されたときは、原案に遠いものから採決する。修正案がすべて
否決されたときは、原案について採決する。

③可決要件は、書面による出席を含む出席総代の過半数とする。
④書面による議決権のうち、原案に対して賛成のものは修正動議に対して反対とみなし、原案に対して
反対のものは棄権とみなす。

⑤修正動議が可決された場合は、修正が加えられた議案全体について採決する。ただし、この場合は書
面による議決権のうち、原案に対して賛成されたものは修正動議に対して反対とみなし、原案に対し
て反対されたものは棄権とみなす。

⑥修正動議を含んだ原案が否決された場合は、修正動議、原案とも否決とする。

（３）緊急動議
①動議を書面で配布し、採決を行うことを原則とする。

67 68

②可決要件は、書面または代理人を除く出席総代の過半数とする。ただし、その出席総代数が、総代定
数の過半数に達していないときは採決することができない。

③書面または代理人による議決権は加えない。

……附則
……（１）この細則の改廃は、制定改廃起案責任者を理事長と定め、理事会において決定する。
……（２）この細則は、２００３年　３月１８日から実施する。
……（３）この細則は、２００８年　８月　５日から実施する。
……（４）この細則は、２００８年１１月………４日から実施する。
……（５）この細則は、２００９年　８月………４日から実施する。
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１．目的
　この細則は、総代会運営規約第４条、第６条により、総代会の議事運営の責任者である議長の役割及び選
任方法などについて定め、総代会の議長、議事運営委員及び総代の共通の認識としていくことを目的とする。

２．議長の任務及び権限と責任
１）議長は、法令・定款・総代会運営規約などに準拠し、予め通知された議案に対して意見陳述を処理し、
会議の目的である総代会の意思を決定（議案採決）し、決められた時間内に総代会を終了することが基
本任務となる。

２）議長は、総代会の秩序を維持し議事を整理する権限を有する。ただし、決議方法が法令に違反し、または、
著しく不公正なものとなった場合は議決取消事由となり得るため、その権限の濫用とならないよう努め
る。
①議長は、総代会の休憩、議事の審議の順序、審議打ち切り、審議続行など、議事の進行を決定できる。
ただし、議長不信任の動議及び総代会の打ち切り、延期、続行については総代会の議決事項であり、
議長の議事整理の範囲外とする。

②議長の許可なく議場内での発言はできない。
③議長は、重複または不規則発言、長時間発言及び議案の審議に関係のない発言を制止できる。
④議長は、総代または代理人として出席したものであってその資格を有しないもの、再三にわたる注意、
制止に従わない者に対して、会場からの退去を命じることができる。

３）議長は、議長団として連帯責任を負う。従って、議長の判断が個々に異なる場合は、議長団の合意の
もとにすすめる。なお、法的解釈など、疑義を生じさせないため、必要に応じて議事運営委員会に見解
を求める。

３．議長の議決権
議長は可否同数のとき以外は総代会の議決権を有しない。

４．議長の選任
１）…総代会運営規約第４条により、すべての議事に先立って、出席した総代（代理人は不可）の中から議
長を選任する。

２）総代会議長の役割の重要性と責任の重さに鑑み、理事会で推薦し事前の総代会運営会議に参加してい
る議長候補の選任を議場に諮る。なお、会場立候補がある場合は、理事会推薦の候補と会場立候補のそ
れぞれ候補者の信任を議場に諮り、議長を選任する。

５．議長を補佐する議事運営委員会
１）…議事運営委員会は円滑な総代会の議事進行をはかるため、議事の運営に係る事項につき協議提案を行
い、議長を補佐する。

総代会における議長についての細則

69 70

　附則
（１）この細則の改廃は、制定改廃起案責任者を理事長と定め、理事会において決定する。
（２）この細則は、２００３年３月１８日から実施する。
（３）この細則は、２００８年８月　５日から実施する。
（４）この細則は、２０２０年５月２８日から実施する。
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総代会運営－⑤

（目的）
第１条　この要領は、「総代会における議長についての細則」に記載されている総代会運営会議についての設置

及び運営に関して定めるものとする。

（構成）
第２条… 総代会運営会議の構成員は次の者とする。
　２　総代会議長候補者及び議事運営委員候補者とする。
　３　事務局は、機関運営担当部局とする。

（任務）
第３条　この会議は以下の事項について確認および検討・協議等を行なう。
　（1）……総代会における議長及び議長を補佐する議事運営委員会の役割の確認
　（2）……総代会における動議の取り扱い細則に基づく対応の確認
　（3）……総代会当日の議事進行計画の検討・協議
　（4）……総代会当日の発言のテーマの検討・協議
　（5）……その他総代会の議事進行に関わる事項の検討・協議

（設置期間）
第４条　総代会運営会議の設置は、各候補者の理事会承認日から総代会終了日までとする。
　２　会議の開催は事務局が招集する。

（疑義事項）
第５条　この要領に関する疑義は、理事長が決定する。

（改廃）
第６条　この要領の改廃は、制定改廃起案責任者を機関運営管掌部局責任者と定め、常勤理事会の議決により行う。

附則
（施行期日）
第７条　この要領は、２０１７年４月１７日から施行する。

総代会運営会議設置要領
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総代会運営－④

１．目的
　この細則は、総代会運営規約第４条、第６条により、総代会の議事運営の責任者である議長の役割及び選
任方法などについて定め、総代会の議長、議事運営委員及び総代の共通の認識としていくことを目的とする。

２．議長の任務及び権限と責任
１）議長は、法令・定款・総代会運営規約などに準拠し、予め通知された議案に対して意見陳述を処理し、
会議の目的である総代会の意思を決定（議案採決）し、決められた時間内に総代会を終了することが基
本任務となる。

２）議長は、総代会の秩序を維持し議事を整理する権限を有する。ただし、決議方法が法令に違反し、または、
著しく不公正なものとなった場合は議決取消事由となり得るため、その権限の濫用とならないよう努め
る。
①議長は、総代会の休憩、議事の審議の順序、審議打ち切り、審議続行など、議事の進行を決定できる。
ただし、議長不信任の動議及び総代会の打ち切り、延期、続行については総代会の議決事項であり、
議長の議事整理の範囲外とする。

②議長の許可なく議場内での発言はできない。
③議長は、重複または不規則発言、長時間発言及び議案の審議に関係のない発言を制止できる。
④議長は、総代または代理人として出席したものであってその資格を有しないもの、再三にわたる注意、
制止に従わない者に対して、会場からの退去を命じることができる。

３）議長は、議長団として連帯責任を負う。従って、議長の判断が個々に異なる場合は、議長団の合意の
もとにすすめる。なお、法的解釈など、疑義を生じさせないため、必要に応じて議事運営委員会に見解
を求める。

３．議長の議決権
議長は可否同数のとき以外は総代会の議決権を有しない。

４．議長の選任
１）総代会運営規約第４条により、すべての議事に先立って、出席した総代（代理人は不可）の中から議
長を選任する。

２）総代会議長の役割の重要性と責任の重さに鑑み、理事会で推薦し事前の総代会運営会議に参加してい
る議長候補の選任を議場に諮る。なお、会場立候補がある場合は、理事会推薦の候補と会場立候補のそ
れぞれ候補者の信任を議場に諮り、議長を選任する。

５．議長を補佐する議事運営委員会
１）議事運営委員会は円滑な総代会の議事進行をはかるため、議事の運営に係る事項につき協議提案を行
い、議長を補佐する。

総代会における議長についての細則

69 70

　附則
……（１）この細則の改廃は、制定改廃起案責任者を理事長と定め、理事会において決定する。
……（２）この細則は、２００３年３月１８日から実施する。
……（３）この細則は、２００８年８月　５日から実施する。
……（４）この細則は、２０２０年５月２８日から実施する。
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総代会運営－⑤

（目的）
第１条　この要領は、「総代会における議長についての細則」に記載されている総代会運営会議についての設置

及び運営に関して定めるものとする。

（構成）
第２条… 総代会運営会議の構成員は次の者とする。
　２　総代会議長候補者及び議事運営委員候補者とする。
　３　事務局は、機関運営担当部局とする。

（任務）
第３条　この会議は以下の事項について確認および検討・協議等を行なう。
　（1）……総代会における議長及び議長を補佐する議事運営委員会の役割の確認
　（2）……総代会における動議の取り扱い細則に基づく対応の確認
　（3）……総代会当日の議事進行計画の検討・協議
　（4）……総代会当日の発言のテーマの検討・協議
　（5）……その他総代会の議事進行に関わる事項の検討・協議

（設置期間）
第４条　総代会運営会議の設置は、各候補者の理事会承認日から総代会終了日までとする。
　２　会議の開催は事務局が招集する。

（疑義事項）
第５条　この要領に関する疑義は、理事長が決定する。

（改廃）
第６条　この要領の改廃は、制定改廃起案責任者を機関運営管掌部局責任者と定め、常勤理事会の議決により行う。

附則
（施行期日）
第７条　この要領は、２０１７年４月１７日から施行する。

総代会運営会議設置要領

71 72
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総代会運営－④

１．目的
　この細則は、総代会運営規約第４条、第６条により、総代会の議事運営の責任者である議長の役割及び選
任方法などについて定め、総代会の議長、議事運営委員及び総代の共通の認識としていくことを目的とする。

２．議長の任務及び権限と責任
１）議長は、法令・定款・総代会運営規約などに準拠し、予め通知された議案に対して意見陳述を処理し、
会議の目的である総代会の意思を決定（議案採決）し、決められた時間内に総代会を終了することが基
本任務となる。

２）議長は、総代会の秩序を維持し議事を整理する権限を有する。ただし、決議方法が法令に違反し、または、
著しく不公正なものとなった場合は議決取消事由となり得るため、その権限の濫用とならないよう努め
る。
①議長は、総代会の休憩、議事の審議の順序、審議打ち切り、審議続行など、議事の進行を決定できる。
ただし、議長不信任の動議及び総代会の打ち切り、延期、続行については総代会の議決事項であり、
議長の議事整理の範囲外とする。

②議長の許可なく議場内での発言はできない。
③議長は、重複または不規則発言、長時間発言及び議案の審議に関係のない発言を制止できる。
④議長は、総代または代理人として出席したものであってその資格を有しないもの、再三にわたる注意、
制止に従わない者に対して、会場からの退去を命じることができる。

３）議長は、議長団として連帯責任を負う。従って、議長の判断が個々に異なる場合は、議長団の合意の
もとにすすめる。なお、法的解釈など、疑義を生じさせないため、必要に応じて議事運営委員会に見解
を求める。

３．議長の議決権
議長は可否同数のとき以外は総代会の議決権を有しない。

４．議長の選任
１）総代会運営規約第４条により、すべての議事に先立って、出席した総代（代理人は不可）の中から議
長を選任する。

２）総代会議長の役割の重要性と責任の重さに鑑み、理事会で推薦し事前の総代会運営会議に参加してい
る議長候補の選任を議場に諮る。なお、会場立候補がある場合は、理事会推薦の候補と会場立候補のそ
れぞれ候補者の信任を議場に諮り、議長を選任する。

５．議長を補佐する議事運営委員会
１）議事運営委員会は円滑な総代会の議事進行をはかるため、議事の運営に係る事項につき協議提案を行
い、議長を補佐する。

総代会における議長についての細則

69 70

　附則
……（１）この細則の改廃は、制定改廃起案責任者を理事長と定め、理事会において決定する。
……（２）この細則は、２００３年３月１８日から実施する。
……（３）この細則は、２００８年８月　５日から実施する。
……（４）この細則は、２０２０年５月２８日から実施する。
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（目的）
第１条　この要領は、「総代会運営規約」第６条議事運営委員会に基づく本委員会の運営に関して定めるもの

とする。

（任務）
第２条　この委員会は、総代会当日以下の議事運営に係る事項について協議を行う。
　（2）  総代会における動議の取り扱い細則に基づく対応に関する事項
　（3）  総代会における議長についての細則に基づく対応に関する事項

・議事進行計画の修正に関する事項
・発言予定者の変更と確認に関する事項
・その他議事運営に関わる事項

（開催）
第３条　この委員会の開催は、議長と議事運営委員会委員長の判断により必要に応じて開催する。

（設置期間）
第４条　議事運営委員会の設置は、総代会で承認を受けてから解任されるまでとする。
　　　　総代会終了後、議事運営に関する事項について振り返りを行う。
　　

（疑義事項）
第５条　この要領に関する疑義は、理事長が決定する。

（改廃）
第６条　この要領の改廃は、制定改廃起案責任者を機関運営管掌部局責任者と定め、常勤理事会の議決によ

り行う。

附則
（施行期日）
第７条　この要領は、２０１９年１１月２７日から施行する。

議事運営委員会の運営に関する要領
総代会運営－⑥

125

資格審査委員会の運営に関する要領
総代会運営－⑦

（目的）
第１条　この要領は、「総代会運営規約」第７条資格審査委員会に基づく本委員会の運営に関して定めるもの
とする。

（任務）
第２条　この委員会は、総代会当日以下の事項について審査、協議を行う。
　　２．総代会運営規約第２条の出席者の資格に関する審査及び結果報告

・総代受付結果の点検と資格審査の状況確認
・書面議決書開封作業の監視及び集計作業の監視
・資格審査の結果報告

　　３．書面議決書開封作業及び集計作業は別途作業実施マニュアルに定める。

（開催）
第３条　この委員会の開催は、資格審査委員長の招集により開催する。

（設置期間）
第４条　資格審査委員会の設置は、総代会で承認を受けてから解任されるまでとする。
　　　　総代会終了後、資格審査に関する事項について振り返りを行う。
　　
（議事録）
第５条　資格審査委員会は、その議事の経過と要領を議事録として簡潔にまとめる。

（疑義事項）
第６条　この要領に関する疑義は、理事長が決定する。

（改廃）
第７条　この要領の改廃は、制定改廃起案責任者を機関運営管掌部局責任者と定め、常勤理事会の議決によ
り行う。

附則
（施行期日）
第８条　この要領は、２０１９年１１月２７日から施行する
　　　　　　　　　　２０２０年　４月２９日改定
　　　　　　　　　　２０２１年　４月２８日改定
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（目的）
第１条　この要領は、「総代会運営規約」第６条議事運営委員会に基づく本委員会の運営に関して定めるもの

とする。

（任務）
第２条　この委員会は、総代会当日以下の議事運営に係る事項について協議を行う。
　（2）  総代会における動議の取り扱い細則に基づく対応に関する事項
　（3）  総代会における議長についての細則に基づく対応に関する事項

・議事進行計画の修正に関する事項
・発言予定者の変更と確認に関する事項
・その他議事運営に関わる事項

（開催）
第３条　この委員会の開催は、議長と議事運営委員会委員長の判断により必要に応じて開催する。

（設置期間）
第４条　議事運営委員会の設置は、総代会で承認を受けてから解任されるまでとする。
　　　　総代会終了後、議事運営に関する事項について振り返りを行う。
　　

（疑義事項）
第５条　この要領に関する疑義は、理事長が決定する。

（改廃）
第６条　この要領の改廃は、制定改廃起案責任者を機関運営管掌部局責任者と定め、常勤理事会の議決によ

り行う。

附則
（施行期日）
第７条　この要領は、２０１９年１１月２７日から施行する。

議事運営委員会の運営に関する要領
総代会運営－⑥

125

資格審査委員会の運営に関する要領
総代会運営－⑦

（目的）
第１条　この要領は、「総代会運営規約」第７条資格審査委員会に基づく本委員会の運営に関して定めるもの
とする。

（任務）
第２条　この委員会は、総代会当日以下の事項について審査、協議を行う。
　　２．総代会運営規約第２条の出席者の資格に関する審査及び結果報告

・総代受付結果の点検と資格審査の状況確認
・書面議決書開封作業の監視及び集計作業の監視
・資格審査の結果報告

　　３．書面議決書開封作業及び集計作業は別途作業実施マニュアルに定める。

（開催）
第３条　この委員会の開催は、資格審査委員長の招集により開催する。

（設置期間）
第４条　資格審査委員会の設置は、総代会で承認を受けてから解任されるまでとする。
　　　　総代会終了後、資格審査に関する事項について振り返りを行う。
　　
（議事録）
第５条　資格審査委員会は、その議事の経過と要領を議事録として簡潔にまとめる。

（疑義事項）
第６条　この要領に関する疑義は、理事長が決定する。

（改廃）
第７条　この要領の改廃は、制定改廃起案責任者を機関運営管掌部局責任者と定め、常勤理事会の議決によ
り行う。

附則
（施行期日）
第８条　この要領は、２０１９年１１月２７日から施行する
　　　　　　　　　　２０２０年　４月２９日改定
　　　　　　　　　　２０２１年　４月２８日改定
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